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企
業
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
聞
い
た
。

92
％
が
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回

答
。
世
代
別
で
は
、
30
歳
代
以
下
、
40
歳

代
、
50
歳
代
の
90
％
以
上
が
「
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
最
も
利

用
率
が
高
か
っ
た
の
は
40
歳
代
の
95
・

1
％
で
、
一
番
低
か
っ
た
の
は
60
歳
代
以

上
の
83
・
8
％
で
あ
っ
た
。

前
問
に
お
い
て
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
と
回
答
し
た

79
名
に
、
そ
の
理
由
を
聞
い
た
。

「
主
に
新
聞
か
ら
企
業
に
関
す
る
情
報

を
得
て
い
る
か
ら
」
が
28
名
（
35
・
4
％
）

で
ト
ッ
プ
。「
テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得
て

い
る
か
ら
」
と
回
答
し
た
の
は
10
名

（
12
・
7
％
）、「
雑
誌
か
ら
情
報
を
得
て
い

る
か
ら
」
は
6
名
（
7
・
6
％
）、「
企
業

の
情
報
そ
の
も
の
に
あ
ま
り
興
味
が
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
、
21
名
（
26
・

6
％
）
で
あ
っ
た
。

企
業
に
関
す
る
情
報
を
得
る
手
段
と
し

て
、
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
位
置
付
け

を
聞
い
た
。

「
主
要
な
情
報
源
で
あ
る
」
と
回
答
し

た
の
が
45
・
8
％
に
達
し
、
情
報
源
と
し

て
の
地
位
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

世
代
別
で
見
る
と
、
30
歳
代
以
下
と
40

歳
代
で
は
「
主
要
な
情
報
源
で
あ
る
」
と

の
回
答
が
、「
補
助
的
な
情
報
源
で
あ
る
」

を
上
回
っ
た
。
一
方
、
50
歳
代
と
60
歳
代

以
上
で
は
、「
補
助
的
」
が
「
主
要
」
を

上
回
り
、
世
代
に
よ
っ
て
位
置
付
け
が
逆

転
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
歴
、
利
用
頻

度
、
1
日
当
た
り
の
利
用
時
間
を
軸
と
し

て
情
報
源
と
し
て
の
位
置
付
け
を
見
る

と
、
利
用
歴
が
長
く
、
利
用
頻
度
が
高
く
、

利
用
時
間
が
長
い
人
ほ
ど
、「
主
要
な
情

報
源
」
と
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
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アンケート
分　析

■　調査の概要
（1）調査名称：「企業ホームページの利用実態アンケート」
（2）調査対象：財団法人　経済広報センターに登録しているeネット会員1,286名
（3）調査方法：インターネットによる回答選択方式および自由記述方式
（4）調査期間：2003年3月7日～3月17日
（5）有効回答：1,005名（78.1％）

女性 54% 男性 46%

60歳代以上�
18%

20歳代以下・�
30歳代�
28%

40歳代・50歳代�
54%

会社員など�
46%

公務員3%

自営業�
5%

自由業 4%

パートタイム・�
アルバイト�

無職 7%

専業主婦（夫）�
16%

その他�
6%

学生 1%

12%

5年以上�
49%

1年未満 3%
1年以上2年未満 6%

2年以上3年未満�
12%

4年以上�
5年未満�
12%

3年以上4年未満�
18%

今
回
は
e
ネ
ッ
ト
会
員
1
、2

8
6
名
を
対
象
に
、「
企
業
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
実
態
」
に
関
し
、

3
月
7
日
か
ら
17
日
ま
で
調
査
を

実
施
し
た
（
e
ネ
ッ
ト
会
員
と
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の
社
会
広
聴
会
員
で

E
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
の
受
発
信

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
を
す
る
会
員
）。

有
効
回
答
者
数
は
1
、0
0
5
名

（
78
・
1
％
）
だ
っ
た
。

企
業
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
閲
覧
し
、
ど
う
い
っ
た

項
目
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
か
を

調
べ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ

る
企
業
に
関
す
る
「
告
発
」、「
う

わ
さ
」
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
頻
度
や
、
掲
載
内
容
に
つ
い

て
の
評
価
も
聞
い
た
。

調
査
結
果
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
若
い
世
代
ほ
ど
企
業
に
関
す

る
情
報
を
得
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
主
に
利
用
し

て
い
る
項
目
は
、
男
性
が
「
株
主

情
報
」
な
ど
の
経
営
に
関
す
る
項

目
、
女
性
が
「
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
情
報
」
な
ど
生
活
に
密

着
し
た
項
目
で
あ
っ
た
。「
告
発
」、

「
う
わ
さ
」
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
32
・

5
％
（
3
2
7
名
）
が
見
た
こ
と

が
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
の
、
内

容
を
信
じ
て
い
る
割
合
は
全
体
の

3
・
7
％
（
37
名
）
に
と
ど
ま
っ

た
。

性別

世代別

職業別

インターネット利用歴

「企業ホームページの利用実態アンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

無回答0.1%利用したことがない�
7.9%

利用したことがある�
92.0%

「情報源」としての地位が高まるホームページ

雑誌から情報を得ている�
7.6%

新聞から�
情報を�
得ている�
35.4%

テレビから情報を�
得ている　12.7%

その他 6.3%

企業の情報�
そのものに�
あまり興味が�
ない�
26.6%

企業のホームページには�
面白い情報がない�
8.9%

他のホームページから�
企業に関する�
情報を入手している�
2.5%

～企業が開設しているホームページの利用の有無～

～企業のホームページを利用したことがない理由～

「企業ホームページの利用実態アンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

企
業
が
開
設
し
て
い
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
の
有
無

1
―
ほ
と
ん
ど
の
人（
92
％
）が
利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
と
回
答
―

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
理
由

2―
「
新
聞
な
ど
、
他
の
媒
体
か
ら
情
報
を

得
て
い
る
か
ら
」が
大
半
を
占
め
る
―

83.8

93.9

95.1

92.9

16.2

6.1

4.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代�
以上�

50歳代�

40歳代�

30歳代�
以下�

利用したことがある� 利用したことがない�

情
報
入
手
に
お
け
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
位
置
付
け

3―
「
主
要
な
情
報
源
で
あ
る
」
と

45
・
8
％
が
回
答
―

主要な�
情報源である�
45.8%

補助的な�
情報源である�
52.8%

情報源としては�
当てにしていない�
1.4%全  体�世代別�

主要な情報源である� 補助的な情報源である�

情報源として当てにしていない�

60歳代�
以上�

50歳代�

40歳代�

30歳代�
以下�

2.6

1.3

1.3

100%0% 20% 40% 60% 80%

48.9

49.7

44.0

35.5 63.2

56.0

49.0

48.5

～情報入手におけるホームページの位置付け～



企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
す
ぐ
れ
て

い
る
と
思
う
項
目
に
つ
い
て
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」

で
60
・
5
％
。
次
い
で
、「
企
業
紹
介
・
概

要
」（
37
・
9
％
）、「
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
情
報
」（
31
・
6
％
）、「
販
売
店
、

工
場
な
ど
の
所
在
地
情
報
な
ど
」（
23
・

0
％
）
と
な
っ
た
。

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
5
項
目
に
つ
い

て
は
、
各
世
代
の
評
価
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
。

し
か
し
、
項
目
の
中
に
は
、
世
代
間
で
評

価
が
分
か
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

「
企
業
紹
介
・
概
要
」
を
見
る
と
、
60
歳

代
以
上
の
51
・
6
％
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と

評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
30
歳
代
以

下
は
26
・
7
％
と
、
実
に
24
・
9
ポ
イ
ン
ト

の
差
が
現
れ
た
。
ま
た
、「
企
業
理
念
」

と
「
環
境
・
社
会
活
動
に
関
す
る
情
報
」

で
は
、
30
歳
代
以
下
が
そ
れ
ぞ
れ
1
・

5
％
と
1
・
1
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

60
歳
代
以
上
は
14
・
2
％
と
8
・
4
％
と
、

こ
こ
で
も
世
代
に
よ
り
評
価
が
分
か
れ

た
。

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
見
て
い
る
か
を
聞
い
た
。

「
1
週
間
に
1
回
程
度
」
が
19
・
8
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
わ
ず
か
な
（
0
・
2

ポ
イ
ン
ト
）
差
で
「
月
に
2
〜
3
回
程
度
」

（
19
・
6
％
）
と
な
っ
た
。

「
ほ
ぼ
毎
日
」
見
る
と
回
答
し
た
の
は

14
・
7
％
。
ま
た
1
週
間
に
1
回
以
上
見

る
人
の
割
合
は
、
全
体
の
62
・
9
％
に
上

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

性
別
で
見
る
と
、
男
性
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」

と
「
1
週
間
に
1
回
程
度
」
が
そ
れ
ぞ
れ

19
・
1
％
で
ト
ッ
プ
。
女
性
は
「
月
に
2

〜
3
回
程
度
」
が
一
番
多
く
、
22
・
9
％

を
占
め
た
。

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
項
目
（
コ
ー
ナ
ー
）
の
う
ち
、
よ
く

利
用
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
聞
い
た
。

第
1
位
は
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」

で
76
・
2
％
。
次
い
で
、「
企
業
紹
介
・
概

要
」（
39
・
9
％
）、「
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
情
報
」（
35
・
0
％
）
と
な
っ
て
い

る
。性

別
で
見
る
と
、
男
性
は
「
企
業
紹

介
・
概
要
」（
56
・
3
％
）、「
投
資
家
・
株

主
情
報
」（
27
・
1
％
）、「
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
」（
26
・
9
％
）
な
ど
、
経
営
情
報
に
関

す
る
項
目
の
利
用
が
多
か
っ
た
。
一
方
、

女
性
は
「
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情

報
」（
49
・
8
％
）、「
販
売
店
、
工
場
な
ど

の
所
在
地
情
報
な
ど
」（
35
・
9
％
）、「
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
、
取
引
」（
32
・

4
％
）
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
情
報
に

よ
り
多
く
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
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インターネット利用歴による回答比較� インターネット利用頻度による回答比較� インターネット利用時間による回答比較�

1.3

1.8

1.1

45.6

55.8

66.9

53.1

42.4

32.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%60% 70% 80%

5年以上�

3年～�
5年未満�

3年未満�

主要な情報源である�

補助的な情報源である�

情報源としては当てにしていない�

1.0

1.2

1.5

35.0

63.3

48.3

64.0

35.5

50.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1週間に�
1回以下�

1週間に�
2～4回程度�

ほぼ毎日�

主要な情報源である�

補助的な情報源である�

情報源としては当てにしていない�

1.1

2.2

0.5

54.8

56.4

63.2

44.1

41.4

36.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1間以上�

30分�
～1時間�

30分以内�

主要な情報源である�

補助的な情報源である�

情報源としては当てにしていない�

ほぼ毎日�

無回答�

月に1回未満�

月に1回程度�

月に2～3回程度�

1週間に1回程度�

3～4日に1回程度�

2日に1回程度�

全　体�

0% 5% 10% 15% 20% 25%

0.1
0.2
0.0

6.2
9.4

7.9

10.4
8.7
9.6

22.9
15.9

19.6

20.4
19.1
19.8

18.2
18.4
18.3

8.0
12.4

10.1

10.8
19.1

14.7

男　性�

女　性�

～企業のホームページを見る頻度～

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

キッズ・コーナー�

その他�

採用情報�

グループ会社情報�

企業理念�

Ｅメールによる質問・�
要望受付�

環境・社会活動に�
関する情報�

技術・研究開発�

投資家・株主情報�

プレスリリース�

製品・サービスの�
販売、取引�

販売店、工場などの�
所在地情報など�

イベント・�
キャンペーン情報�

企業紹介・概要�

製品・サービスの�
紹介� 76.2

39.9

35.0

26.9

25.2

17.0

17.0

11.2

7.9

7.7

6.1

3.8

3.0

2.2

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80%70%

18.4

26.9

27.1

56.3

71.5

イベント・�
キャンペーン情報�

プレスリリース�

投資家・�
株主情報�

企業紹介・概要�

製品・サービス�
の紹介�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80% 90%70%

25.3

32.4

35.9

49.8

80.4

企業紹介・概要�

製品・サービスの�
販売、取引�

販売店、工場などの�
所在地情報など�

イベント・�
キャンペーン情報�

製品・サービス�
の紹介�

女　性�

男　性�

～企業のホームページの中で、よく利用している項目～

4

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
る
頻
度

4―
62
・
9
％
が
1
週
間
に
1
回
以
上
と

回
答
―

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、

よ
く
利
用
し
て
い
る
項
目

5
―
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」
が

76
・
2
％
で
第
1
位
―

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
う
項
目

6
―
世
代
間
で
評
価
に
大
き
な
差
―

0.6

4.0

4.4

4.9

5.3

5.9

6.8

8.0

9.1

12.4

19.2

23.0

31.6

37.9

60.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

キッズ・コーナー�

その他�

技術・研究開発�

環境・社会活動に関する情報�

採用情報�

グループ会社情報�

企業理念�

Ｅメールによる質問・要望受付�

投資家・株主情報�

プレスリリース�

製品・サービスの販売、取引�

販売店、工場などの所在地情報など�

イベント・キャンペーン情報�

企業紹介・概要�

製品・サービスの紹介�

世代間の差が大きかった3項目�

企業紹介・概要�

企業理念�

環境・社会活動に�
関する情報�

30歳代以下� 40歳代� 50歳代� 60歳代以上�

51.6%

14.2%

8.4%

49.5%

9.0%

9.0%

33.1%

6.2%

3.6%

26.7%

1.5%

1.1%

～企業のホームページで、すぐれていると思う項目～
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企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
情
報
量
な

ど
で
も
っ
と
努
力
し
て
ほ
し
い
項
目
に
つ

い
て
聞
い
た
。

「
環
境
・
社
会
活
動
に
関
す
る
情
報
」

が
30
・
2
％
で
第
1
位
。
次
に
「
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」（
29
・
3
％
）、「
投
資

家
・
株
主
情
報
」（
25
・
7
％
）
と
続
い
た
。

男
女
別
で
は
、
男
性
は
「
投
資
家
・
株

主
情
報
」
（
34
・
3
％
）
、
女
性
は
「
環

境
・
社
会
活
動
に
関
す
る
情
報
」（
32
・

2
％
）
を
第
1
位
に
あ
げ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
「
告
発
」、

「
う
わ
さ
」
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

た
こ
と
が
あ
る
か
を
聞
い
た
。

見
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
の
は
32
・

5
％
（
3
2
7
名
）。
性
別
で
は
、
男
性
の

35
・
7
％
（
1
6
6
名
）、
女
性
の
29
・
9
％

（
1
6
1
名
）
が
「
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と

回
答
。
男
性
が
女
性
を
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。

男性� 女性�

投資家・�
株主情報�

製品・サービス�
の紹介�

環境・社会活動�
に関する情報�

技術・�
研究開発�

企業理念�

0% 10% 20% 30% 40% 30% 40%

18.2

26.7

27.8

28.5

34.3
環境・社会活動�
に関する情報�

製品・サービス�
の紹介�

企業理念�

Ｅメールによる�
質問・要望受付�

投資家・�
株主情報�

0% 10% 20%

18.2

18.4

18.4

30.0

32.2

2.3

4.5

6.8

7.7

9.9

13.6

13.9

14.3

14.7

17.7

18.3

22.1

25.7

29.3

30.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

環境・社会活動に�
関する情報�

製品・サービス�
の紹介�

投資家・株主情報�

技術・研究開発�

企業理念�

Eメールによる�
質問・要望受付�

販売店、工場などの�
所在地情報など�

企業紹介・概要�

製品・サービスの�
販売、取引�

グループ会社情報�

イベント・�
キャンペーン情報�

プレスリリース�

その他�

採用情報�

キッズ・コーナー�

企
業
に
関
す
る
「
告
発
」、「
う
わ
さ
」

な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が
あ

る
と
回
答
し
た
3
2
7
名
に
、
ど
の
程
度

の
頻
度
で
見
て
い
る
か
を
聞
い
た
。

3
2
7
名
の
う
ち
、
20
・
8
％
（
68
名
）

が
1
週
間
に
1
回
以
上
、
48
・
9
％
（
1

6
0
名
）
が
月
に
1
回
以
上
見
て
い
る
と

回
答
。

性
別
で
は
、
男
性
の
27
・
7
％
（
46
名
）

が
1
週
間
に
1
回
以
上
、
60
・
8
％
（
1

0
1
名
）
が
月
に
1
回
以
上
見
て
い
る
と

回
答
し
た
。
ま
た
、
女
性
の
13
・
6
％

（
22
名
）
が
1
週
間
に
1
回
以
上
、
36
・

6
％
（
59
名
）
が
月
に
1
回
以
上
見
て
い

る
と
回
答
し
た
。
男
性
と
女
性
で
は
、
閲

覧
の
頻
度
に
大
き
な
差
が
出
た
。

企
業
に
関
す
る
「
告
発
」、「
う
わ
さ
」

な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
内

容
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
見
た
こ
と
が
あ

る
と
回
答
し
た
3
2
7
名
に
聞
い
た
。

3
2
7
名
の
う
ち
、
42
・
8
％
（
1
4

0
名
）
が
「
信
じ
て
い
な
い
」（
あ
ま
り

信
じ
て
い
な
い
＋
ほ
と
ん
ど
信
じ
て
い
な

い
）
と
回
答
し
、「
信
じ
て
い
る
」（
ほ
と

ん
ど
信
じ
て
い
る
＋
ま
あ
信
じ
て
い
る
）

と
回
答
し
た
11
・
3
％
（
37
名
）
を
31
・
5

ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
上
回
り
、「
告
発
」

や
「
う
わ
さ
」
に
対
す
る
信
憑
性
が
低
い

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）

全体� 無回答　0.1%

見たことがある�
32.5%

見たことがない�
67.4%

ほぼ毎日�

2日に1回程度�

3～4日に１回程度�

1週間に1回程度�

月に2～3回程度�

月に1回程度�

月に1回未満�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

63.4
39.2

51.1

11.8
17.5

14.7

11.2
15.7
13.5

5.0
14.5

9.8

3.7
4.2
4.0

0.6
3.6
2.1

4.3
5.4
4.9 全 体�

男 性�

女 性�

ほとんど信じていない�
11.0%

ほとんど信じている 0.6%

まあ信じている�
10.7%

あまり信じていない�
31.8% どちらともいえない/�

わからない�
45.9%

～企業に関する「告発」、「うわさ」などのホームページの閲覧について～

～企業に関する「告発」、「うわさ」などのホームページを見る頻度～

～企業に関する「告発」、「うわさ」などの
ホームページに載っている内容について～

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

努
力
し
て
ほ
し
い
項
目

7
―
男
性
は「
投
資
家
・
株
主
情
報
」、
女
性

は「
環
境
・
社
会
活
動
に
関
す
る
情
報
」
―

企
業
に
関
す
る「
告
発
」、「
う
わ
さ
」

な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
に
つ
い
て

8
―
32
・
5
％
が
見
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
―

企
業
に
関
す
る「
告
発
」、「
う
わ
さ
」

な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
頻
度

9
―
見
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
の
約
半
数

（
48
・
9
％
）
が
月
に
1
回
以
上
見
て
い
る
―

企
業
に
関
す
る「
告
発
」、「
う
わ
さ
」な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

10
―「
告
発
」、「
う
わ
さ
」を
信
じ
て
い
る
割
合
は

見
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
の
11
・
3
％（
37
名
）
―

～企業のホームページで努力してほしい項目～

見たことがある� 見たことがない�
性別・世代別�

男性�

女性�

30歳代�
以下�

40歳代�

50歳代�

60歳代�
以上�

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.7 64.1

29.9 70.1

39.0 61.0

34.9 65.1

63.436.6

13.5 85.9

世代別�

第1位�

第2位�

第3位�

第4位�

第5位�

30歳代以下�

製品・サービス�
の紹介�

環境・社会活動に�
関する情報�

技術・研究開発�

Ｅメールによる�
質問・要望受付�

投資家・株主情報�17.2�

17.6

19.1

19.8

31.3
製品・サービス�
の紹介�

40歳代�

環境・社会活動�
に関する情報�

投資家・株主情報�

Ｅメールによる�
質問・要望受付�

企業理念� 21.4�

21.8

24.0

28.6

29.5

50歳代� 60歳代以上�

環境・社会活動�
に関する情報�

投資家・株主情報�

製品・�
サービスの紹介�

技術・研究開発�

Ｅメールによる�
質問・要望受付�

37.0

34.0

31.0

24.5

17.0

41.9

32.9

31.0

24.5

23.2
製品・�
サービス紹介�

企業理念�

技術・研究開発�

投資家・株主情報�

環境・社会活動�
に関する情報�

単位：％�
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ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
企
業

の
広
報
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
や
目
的
に
つ
い
て
各
社
の
状
況
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

後
藤
今
回
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
た
「
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
実
態

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
結
果
に
、

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
最
も
利
用

し
て
い
る
項
目
と
し
て「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
」
と
あ
り
ま
し
た
。
当
社
で
も

「
製
品
情
報
」
の
ア
ク
セ
ス
数
が
1
位
で

す
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
す
べ
て
が
基
本
で

す
が
、
そ
の
中
で
も
や
は
り
当
社
の
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
り
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
を
重

視
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

龍
岡
当
社
も
や
は
り
主
眼
と
す
る
の
は
お

客
さ
ま
で
す
。
今
ま
で
当
社
と
あ
ま
り
お

付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
新
規
顧
客
の
開
拓
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。

今
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
仕
事
の
情
報
を
入

手
す
る
媒
体
は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
報
告

を
見
て
も
、
新
聞
や
雑
誌
よ
り
も
、
圧
倒

的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
す
る
情
報

を
ど
う
や
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
、
お
客
さ
ま
に
提
供
で
き
る
か
。
ま
た

検
索
結
果
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
か
ら
い
か
に
早

く
私
ど
も
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

企 と 活 懇 会業 生 者 談

7

今回の調査を通じ、企業情報の入手先としてホームページが「主要な情報源」に位置付けら
れるなど、情報の流れに変化が起きていることが鮮明となった。そこでＩＴ広報が対外コミュ
ニケーションにどのような影響を及ぼし、どういった変化が起きているかをNEC、関西電力、
大和証券グループ本社、日本ユニシスに伺った。

ITが変える企業の広報
～深化するコミュニケーション～

出 席 者

後藤
ご と う

哲朗
てつろう

NEC
コーポレート・コミュニケーション部長
（役職は座談会当時のもの）

野村
の む ら

英二
え い じ

関西電力（株）地域共生・広報室
コミュニケーション推進グループ課長
（役職は座談会当時のもの）

渡邉
わたなべ

和美
か ず み

（株）大和証券グループ本社
広報・IR部部長兼報道課長

龍岡
たつおか

慎一
しんいち

日本ユニシス（株）
コーポレートコミュニケーション室長

―
広
報
活
動
に
I
T
を
活
用
し
よ
う
と
思

う
に
至
っ
た
き
っ
か
け
か
ら
お
伺
い
し
た

い
の
で
す
が
…
。
社
内
広
報
が
最
初
だ
っ

た
の
か
、
対
外
向
け
が
先
行
し
た
の
か
。

社
長
の
ご
指
示
だ
っ
た
と
か
、
若
手
の
方

か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
言
い
出
し
た
と
か
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

渡
邉
社
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア
を
探
っ

て
い
る
時
に
、
ア
メ
リ
カ
で
活
用
さ
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
が
早

晩
、
日
本
に
も
導
入
さ
れ
る
に
違
い
な
い

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

観
点
か
ら
、
お
客
さ
ま
と
の
取
引
を
拡
大

す
る
た
め
に
、
ま
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
、
1
9
9
6
年
3

月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

龍
岡
私
ど
も
日
本
ユ
ニ
シ
ス
は
、
I
T
そ
の

も
の
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
体
と
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
お
客
さ
ま
は
一
般
の
消
費
者
で
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
B
t
o
B（
企
業
間
の
取

引
）が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
中
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
わ
れ
わ
れ
自
身
が
活
用
す
る

こ
と
で
社
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
め
、
そ
こ
で

蓄
積
さ
れ
た
技
術
を
営
業
マ
ン
が
お
客
さ

ま
に
提
案
し
よ
う
と
い
う
の
が
最
初
の
発

想
で
し
た
。
1
9
9
5
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

後
藤
1
9
9
4
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
し
た
。
N
E
C
も
I
T
産
業
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
以
上
、
遅
れ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
意
味
合
い
が
最
初
は
強
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
業
態
は
B
t
o
B
が
主
体
で

し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
、

B
t
o
C
（
企
業
と
消
費
者
の
取
引
）
の

ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
、
か
な
り
力
が

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
村
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
は
、
1

9
9
5
年
4
月
で
し
た
。
当
時
は
、
広
報

ツ
ー
ル
と
い
う
位
置
付
け
で
は
な
く
、
I

T
分
野
の
研
究
と
い
う
形
で
、
研
究
開
発

セ
ク
シ
ョ
ン
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
た
め
、
当
初
は
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
や
原
子
力
関
係
の
情
報
な
ど
が

メ
イ
ン
で
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
1
9
9
9

年
に
広
報
部
門
が
正
式
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
広

報
、
対
外
広
報
の
点
で
お
話
を
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
営
業
用
の
ペ
ー
ジ
な

I
T
広
報
の
き
っ
か
け

提
供
し
て
い
ま
す
。
当
初
30
代
や
40
代
の

主
婦
の
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
の

で
す
が
、
会
員
構
成
を
み
る
と
40
代
の
男

性
が
最
も
多
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
男
性
で
も
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る
情
報

に
関
心
を
お
持
ち
の
よ
う
で
す
ね
。

―
最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
お
聞
き
し
ま

す
。
今
、
実
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
か
ら
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
な
ど
を
さ
れ
て
い
て
、
悩
み
や
課
題
が

あ
れ
ば
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

龍
岡
当
社
へ
の
相
談
や
ク
レ
ー
ム
が
電
話

だ
け
で
な
く
、
メ
ー
ル
で
も
届
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
窓
口
が
分
か
ら
な
い
場
合
、

頻
繁
に
メ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
今
の
時
期
で
す
と
、「
就
職
活
動

の
社
内
説
明
会
を
予
約
し
た
が
、
他
社
に

採
用
が
決
ま
っ
た
の
で
欠
席
す
る
」
と
の

メ
ー
ル
も
届
き
ま
す
。
そ
う
い
う
メ
ー
ル

が
山
の
よ
う
に
届
い
た
時
に
情
報
の
取
捨

選
択
が
必
要
で
す
。
や
や
も
す
る
と
、
単

純
に
切
り
捨
て
た
も
の
の
中
に
、
大
事
な

情
報
が
あ
る
危
険
性
も
多
分
に
あ
り
ま

す
。
対
応
を
一
歩
間
違
え
る
と
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
い
く
ク
レ
ー
ム
処
理
な
ど
と
同

じ
で
、
情
報
の
取
捨
選
択
を
ど
う
や
っ
て

い
く
か
は
、
と
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

後
藤
当
社
で
は
誰
で
も
、
ど
ん
な
環
境
で

社
員
に
対
し
て
は
、
社
長
の
原
良
也
か
ら

「
原
メ
ー
ル
」
を
、
原
則
毎
週
流
し
て
い

ま
す
。
市
況
も
厳
し
く
て
、
な
か
な
か
業

績
が
伴
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
何
と
か
気
持
ち
を
前
向
き
に
持
っ

て
も
ら
い
た
い
、
自
分
た
ち
大
和
証
券
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
お
客
さ
ま
か
ら
ど
れ
だ
け

の
信
頼
を
得
ら
れ
る
か
は
、
社
員
の
気
持

ち
に
す
べ
て
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
主
に
伝
え
て
い
ま
す
。

後
藤
社
長
が
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ

る
の
は
、
す
ご
く
い
い
方
法
で
す
ね
。

当
社
で
も
社
長
が
毎
週
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

前
社
長
は
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
て
自
分
で
社
員
全
員

に
手
紙
を
書
い
て
郵
送
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
使
い
分
け
に
対
す
る

ト
ッ
プ
の
姿
勢
を
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

野
村
当
社
は
、
昨
年
7
月
、
会
員
制
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
か
ん
で
ん
e-

P
a
t
i
o
」
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
会
員
の
方
々
に
、
月
2
回
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
か

ん
で
ん
e-

P
a
t
i
o
」の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
、
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
い
ち
押
し
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
情

報
や
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
収
納
、

そ
し
て
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
集
、
電
気
製
品
の
賢
い
使
い
方
な

ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

野
村
電
力
業
界
も
自
由
化
が
進
展
し
、
従

来
以
上
に
お
客
さ
ま
や
株
主
・
投
資
家
な

ど
を
よ
り
重
視
し
た
ペ
ー
ジ
に
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
昨
今
原
子
力
へ
の
理
解
促
進
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
関
心
が
あ
る
層
も
含
め
た
各

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
、
よ
り
詳
し
い
情
報

を
示
す
こ
と
が
、
現
在
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

―
次
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
目
的
や
対
象

に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

後
藤
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
部
で
マ
ス
コ
ミ
向
け
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
や
発
表
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
画
像
デ

ー
タ
を
載
せ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
新
製
品
の
貸
し

出
し
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
登
録
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
月
2
回
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
送
っ
て
い
ま
す
。
内
容

と
し
て
は
、
一
斉
発
表
す
る
ほ
ど
で
は
な

い
け
れ
ど
も
ち
ょ
っ
と
面
白
そ
う
な
素
材

や
イ
ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
な
ど

を
提
供
し
て
お
り
、
興
味
を
持
っ
た
マ
ス

コ
ミ
か
ら
取
材
の
申
し
込
み
を
受
け
ま
す
。

渡
邉
私
ど
も
は
、
お
客
さ
ま
向
け
の
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

重
視
し
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
情
報
発
信

深
化
し
て
い
く
情
報
発
信



い
す
ゞ
自
動
車
の
「
世
界
の
は
た
ら
く

車
」は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
動
く
車
を

紹
介
し
て
い
る
。
雪
の
少
な
い
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
な
か
な
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
除
雪
車
」や
、
街
中
で
は
み
ら
れ
な
い「
タ

ラ
ッ
プ
車（
空
港
車
両
）」な
ど
様
々
な
働
く

車
の
動
き
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
が
カ
ー
ド

に
な
っ
て
お
り
、
印
刷
し
て
学
習
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
郵
船
の
「
キ
ッ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
　
バ
ー
チ
ャ
ル
ク
ル
ー
ズ
へ
G
O
」は
、

客
船
「
飛
鳥
」
で
香
港
、
リ
ス
ボ
ン
、
ホ

ノ
ル
ル
な
ど
世
界
30
都
市
へ
の
旅
行
を
架

空
体
験
で
き
る
。
横
浜
を
出
発
し
、
各
都

市
へ
の
所
要
日
数
や
気
温
、
都
市
の
様
子

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
世

界
各
地
の
45
の
港
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
ペ
ー
ジ
も
あ
る
。

旭
硝
子
の
「
ガ
ラ
ス
の
王
国
」
は
、
王

国
の
住
人
と
一
緒
に
ガ
ラ
ス
に
ま
つ
わ

る
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
で
き
る
。

「
乗
り
物
の
ガ
ラ
ス
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
車
、
飛
行
機
、
電
車
、
船
な
ど
で

使
わ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
乗
り

物
の
特
性
を
交
え
て
説
明
し
て
い
る
。

10

http://www.isuzu.co.jp/w_car/index.html

～企業が発信するキッズ向けの情報～�～企業が発信するキッズ向けの情報～�

ヤフー（Yahoo！）で「キッズページ」という単語を検索すると、8000件を超えるヒット

数になる。この数が示すとおり、インターネット上で子ども向けの専門ページの充実が進ん

でいる。分からないことをインターネットで調べたり、手軽な「百科事典」として使ってい

る子どもも多いと思われる。

官公庁をはじめ、県や市などの行政機関、さらには博物館が子ども向けのページを開設し

ている。そして、様々な業種の企業もキッズコーナーを開いている。これらを渡り歩けば、

社会の仕組みが分かる。

では、企業はどのようなコンテンツを子どもたちに情報発信しているのか。

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
で

学
ぶ

いすゞ自動車

http://www.nykline.co.jp/kids/flash.htm

日本郵船

http://www.agc.co.jp/kingdom/pretop.html

旭硝子

9

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め「
W
e
b
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

ー
」の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
、
あ
る
い
は
伝
送
速
度
と

い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
端
末
環
境
の
違

い
に
配
慮
し
た
情
報
発
信
を
す
る
。
そ
れ

か
ら
、
高
齢
者
で
も
障
害
者
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
音
声
ブ
ラ
ウ
ザ
ー

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、コ
ン
テ

ン
ツ
設
計
上
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
事
業
再
編
や
構
造

改
革
で
組
織
や
製
品
ラ
イ
ン
な
ど
が
外
部

か
ら
見
て
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
面

が
あ
る
の
に
、
と
も
す
れ
ば
発
信
内
容
が

内
部
の
発
想
で
構
成
さ
れ
が
ち
で
す
。
受

け
手
の
視
点
か
ら
の
分
か
り
や
す
い
情
報

発
信
を
常
に
心
が
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

野
村
わ
れ
わ
れ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ど
の
よ
う
な
情
報
を

欲
し
い
で
す
か
と
利
用
者
に
お
伺
い
す
る

の
で
す
が
、
比
較
的
、
一
般
論
的
な
コ
メ

ン
ト
が
多
く
、
も
う
一
歩
先
の
具
体
的
な

と
こ
ろ
が
な
か
な
か
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
さ
き
ほ
ど
龍
岡
さ
ん
が
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
問

い
合
わ
せ
の
件
に
つ
い
て
は
、
苦
情
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
意
見
な
ど
に
も
で
き
る

だ
け
返
事
を
す
る
と
い
う
姿
勢
を
持
つ
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
、
当
社
に
電
話
し
て
聞
く
ほ

ど
で
は
な
い
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
な
ら
聞
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
当
社
事
業
に
関
連
し
た

ご
意
見
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に

お
返
事
す
る
と
、「
返
事
が
く
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

渡
邉
当
社
は
持
ち
株
会
社
に
な
っ
て
、
会

社
を
専
門
業
務
ご
と
に
分
け
ま
し
た
。
各

社
ご
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
の

ト
ー
ン
な
ど
が
少
し
違
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
統

制
と
い
う
部
分
に
腐
心
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
最
近
、
大
和
投
信
と
い
う

会
社
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
各

社
で
見
習
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
I
T
を
使
っ
た
広
報
と
し
て
ど

の
よ
う
な
展
開
を
お
考
え
で
す
か
。
あ
る

い
は
、
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

後
藤
既
に
実
施
し
て
い
る
企
業
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
ウ
ェ
ブ
・
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
会

議
）な
ど
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
ア
メ

リ
カ
な
ど
で
は
一
般
的
だ
と
聞
き
ま
す
。

龍
岡
当
社
も
、
ウ
ェ
ブ
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
試
行
的
に
や
っ
て
み
ま
し
た
。
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
化
が
進
み
、
ラ
イ
ブ
発
信
が

可
能
と
な
り
、
わ
ざ
わ
ざ
一
堂
に
集
ま
ら

な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
教
育
な
ど
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
社
内
報
を
電
子
化
し
て
、

家
族
や
O
B
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
社
内
報
を
回
覧
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
一

体
感
が
生
ま
れ
ま
す
ね
。

渡
邉
当
社
で
は
、
ア
ナ
リ
ス
ト
や
フ
ァ
ン

ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
向
け
に
、
決
算
の
度
に
、

夕
方
6
時
か
ら
ウ
ェ
ブ
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
や
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
夜
10
時

か
ら
は
、
海
外
向
け
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

唯
一
の
難
点
と
い
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の

環
境
次
第
で
は
、
回
線
が
混
雑
し
聞
き
取

り
に
く
く
な
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
開
催
で
き
ま
す
し
、
一
般
の

個
人
投
資
家
の
方
も
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

内
容
を
聞
け
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い

る
の
で
、
有
用
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
い
わ
ゆ
る
証
券
に
つ

い
て
一
般
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
基
礎
的
な
知
識
な
ど
を
勉

強
で
き
る
よ
う
に
映
像
で
情
報
提
供
し
て

い
る
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

後
藤
情
報
環
境
の
整
備
が
進
み
、
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
上
に
、
経
営
情
報
が
載
っ
て
く

る
も
の
だ
と
い
う
前
提
で
、
社
員
が
物
事

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば

対
外
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
、
社

員
に
と
っ
て
従
来
は
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に

情
報
が
載
ら
な
い
こ
と
が
不
満
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
で
は
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
載

せ
た
だ
け
で
は
満
足
し
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
関
係
す
る
事
業
部
門
か
ら
の
説
明

を
求
め
た
り
、
こ
れ
を
他
山
の
石
と
し
て
、

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
全
社
に
展
開
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
動
き
も
出

て
く
る
。
情
報
の
共
有
レ
ベ
ル
が
、
以
前

に
比
べ
た
ら
随
分
上
が
っ
て
き
た
と
い
う

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

野
村
今
夏
、
関
西
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま

に
、
日
々
の
生
活
に
本
当
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
お
届
け
し
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
自
由
に
書
き
込
み
を
し
て
い
た

だ
く
掲
示
板
な
ど
を
ご
用
意
し
た
生
活
情

報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
フ
ル
ル

k
a
n
s
a

i
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
サ
イ
ト
上
な
ど
で
モ
ニ
タ
ー
会
員
を
募

り
、
会
員
の
方
か
ら
い
た
だ
く
さ
ま
ざ
ま

な
声
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ

ー
チ
な
ど
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
新
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
に
活
用
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一
歩
進
ん
で
お

客
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）
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日
本
航
空
の
「
航
空
実
用
事
典
　
体
験

学
習
」
は
、
管
制
塔
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
や

り
と
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ン
ジ

ン
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
離
陸
、
上
昇
な
ど
全

部
で
6
パ
タ
ー
ン
の
音
声
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
気
分
が
味
わ
え

る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
J
A
L

T
V
の
「
空
の
仕
事
」
で
は
、
仕
事
の
内

容
を
機
長
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
。

環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、

子
ど
も
向
け
の
環
境
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。

花
王
の
「
環
境
キ
ッ
ズ
」
は
、
洗
剤
な

ど
の
商
品
や
同
社
の
工
場
で
の
活
動
を
通

じ
た
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
社
会

全
体
の
環
境
問
題
を
13
の
テ
ー
マ
で
提
供

し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

中
部
電
力
は
「
エ
コ
ラ
ン
ド
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
で
、
環
境
に
つ
い
て
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
酸
性

雨
と
い
っ
た
問
題
を
や
さ
し
く
解
説
し
、

中
部
電
力
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る

コ
ー
ナ
ー
や
、
管
内
に
あ
る
7
つ
の
発
電

所
で
見
ら
れ
る
植
物
、
鳥
、
昆
虫
、
動
物

の
計
90
種
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
る
。ラ
ン
ド
を
一
通
り
回
る
と
、

環
境
に
関
す
る
知
識
が
十
分
得
ら
れ
る
。

東
陶
機
器
の
「
T
O
T
O

K
I
D
S

エ
コ
研
究
所
」
で
は
、
水
を
通
し
て
環
境

を
考
え
る
工
夫
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
な

っ
て
い
る
。「
水
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
ク
イ
ズ
」コ

ー
ナ
ー
で
、
水
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
、「
節
水
チ
ェ
ッ
カ
ー
」コ
ー

ナ
ー
で
は
、
家
族
の
人
数
や
洗
濯
回
数
な

ど
の
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
の
家
の
節
水
状
況
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ク
イ
ズ
で
知
識
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
ペ
ー
ジ
も
興
味
深
い
。
帝
国
石
油
の

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
」
は
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
で
き
る
ま
で
を
4
つ
の
ク
イ
ズ

に
仕
立
て
、
主
人
公
の
少
年
と
勉
強
し
な

が
ら
答
え
る
と
い
う
設
定
だ
。
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
と
音
声
で
楽
し
く
勉
強
で
き
る
。

http://www.jal.co.jp/jiten/virtual/index.html

日本航空

http://www.kao.co.jp/comp/eco/kids/index.html

花王

http://www.chuden.co.jp/kids/index.html

中部電力

http://www.toto.co.jp/kids/index2.htm

東陶機器

http://www.teikokuoil.co.jp/japanese/
museum/index.htm

帝国石油

環
境
に
関
す
る
情
報
発
信

ク
イ
ズ
で
知
識
を
深
め
る
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子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
お
菓
子
の
分

野
で
も
楽
し
く
役
に
立
つ
ペ
ー
ジ
が
あ

る
。
森
永
製
菓
の
「
森
永
の
お
菓
子
が
で

き
る
ま
で
」
は
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
4
品
に
つ
い
て
、
各
工
程
を
ア
ニ
メ

で
丁
寧
に
紹
介
し
て
い
る
。
各
工
程
で
、

ク
イ
ズ
が
1
問
ず
つ
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
工
場
で
働
く
人
た
ち
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
従
業
員
が
仕
事
で
毎
日
お
菓
子

を
食
べ
る
話
な
ど
が
あ
り
、
仕
事
の
イ
メ

ー
ジ
が
わ
き
や
す
い
。

2
0
0
2
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
に
導

入
さ
れ
た
「
総
合
的
な
学
習
」
に
対
応
し

た
ペ
ー
ジ
も
あ
る
。総
合
的
な
学
習
と
は
、

教
科
書
に
縛
ら
れ
ず
自
由
な
授
業
を
設
計

で
き
る
の
が
特
徴
で
、
児
童
・
生
徒
が
自

ら
調
べ
、
考
え
、
解
決
し
て
い
く
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

東
京
ガ
ス
の
「
み
ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

広
場
」
は
、
ガ
ス
が
燃
え
る
仕
組
み
や
酸

性
雨
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
26
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

使
っ
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

画
面
を
2
分
割
で
構
成
し
、右
に
説
明
文
、

左
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
使
い
や
す
く
な

っ
て
い
る
。

松
下
電
器
産
業
の
「
探
検
キ
ッ
ズ
　
研

究
発
表
バ
ザ
ー
ル
」
は
、
総
合
学
習
の
計

画
書
の
作
成
か
ら
、
絵
を
使
っ
た
ま
と
め

方
、
そ
し
て
発
表
の
仕
方
ま
で
、
学
習
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
満
載
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
用
の
ペ
ー
ジ
で
は
な
い
が
、
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
、
関
西
電
力
、
ハ
ウ
ス
食

品
な
ど
が
「
総
合
的
な
学
習
の
ネ
タ
・
n

e
t
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
で
総
合
学
習
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
、

先
生
が
実
際
に
授
業
を
進
め
て
い
く
上
で

の
テ
ー
マ
お
よ
び
時
間
配
分
、
授
業
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
ま
と
め
た
学
習
指
導
計
画

書
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
一
部
、
会
員
登

録
が
必
要
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
、
情

報
を
入
手
す
る
環
境
が
一
変
し
て
し
ま
っ

た
。
言
い
古
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
昔
は
何

日
も
か
か
っ
て
手
に
入
れ
た
情
報
が
、
瞬

時
に
居
な
が
ら
に
し
て
手
に
入
る
。
し
か

も
、
映
像
で
あ
っ
た
り
、
音
声
が
付
い
て

い
る
。

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も
た

ち
が
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
を
縦
横
無
尽
に
泳
ぎ
な
が

ら
、
い
く
ら
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
ん
の
10
年

前
に
は
な
か
っ
た
情
報
の
宝
が
、
子
ど
も

た
ち
の
前
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
情
報
提
供
は
、
即
効
性
が

あ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
た
き
っ
か
け
作
り
と
し
て

非
常
に
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
。
子
ど
も
た

ち
は
、
そ
こ
か
ら
興
味
あ
る
も
の
、
生
涯

の
仕
事
に
つ
な
が
る
も
の
を
見
つ
け
る
か

も
し
れ
な
い
。

将
来
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

今
後
も
た
く
さ
ん
の
企
業
が
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
文
　
専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）

http://www.morinaga.co.jp/factory/

森永製菓

http://www.tokyo-gas.co.jp/kids/index_f.html

東京ガス

http://www.discovery.panasonic.co.jp/

松下電器産業

http://www.daiwahouse.co.jp/topics/sogogakusyu.html

大和ハウス工業ほか

「
総
合
的
な
学
習
」
に
対
応

子
ど
も
た
ち
へ
の

情
報
発
信
の
意
義
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■
都
市
化
が
引
き
起
こ
す
浸
水
被
害

大
都
市
周
辺
で
は
急
速
な
都
市
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
各
地
区
が
本

来
持
っ
て
い
た
保
水
・
遊
水
機
能
が
著
し

く
低
下
し
、
台
風
や
大
雨
の
時
に
浸
水
被

害
が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
26
個
の
台
風
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
台
風
6
号
、
7
号
、
21
号
が
首
都

圏
を
直
撃
な
い
し
接
近
し
、
各
地
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
年
6
月
、「
特
定
都
市
河
川

浸
水
被
害
防
止
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

浸
水
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
都
市
の
河
川
流
域

に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
浸
水
被
害

の
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
急
速
に
都
市
化

が
進
む
首
都
圏
近
郊
で
は
、

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
局
地

的
な
大
雨
に
対
す
る
イ
ン
フ

ラ
面
で
の
整
備
は
ま
だ
ま
だ

遅
れ
て
お
り
、
浸
水
被
害
に

第
70
回
（
神
奈
川
5
月
30
日
）

清
水
建
設
株
式
会
社

（
工
事
施
工
者
は
清
水
・
フ
ジ
タ
・
イ
ワ
キ
・
保
土
ヶ
谷
建
設
共
同
体
）

鳥
山
川
遊
水
地
建
設
工
事

14

企業と生活者
懇
談
会

見
舞
わ
れ
や
す
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
治
水
の
重
要
性

本
来
、
治
水
に
は
山
林
や
緑
地
が
持
つ

自
然
の
保
水
機
能
を
保
全
強
化
す
る
方
法

と
、
人
工
的
に
溜
池
や
開
発
遊
水
池
、
分

水
路
、
放
水
路
、
河
川
改
修
、
河
川
遊
水

地
な
ど
を
整
備
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

後
者
は
総
合
治
水
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
都
市
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
た
め
、
河
川
改
修
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

第70回

第71回

「自分自身で見て、聞いて、話し合う」ことを通して、企業の活動を理解す

ることを目的とした「企業と生活者懇談会」が、本年度もスタートしました。

1997年のスタート以来、通算70回の開催を数えました。

今回は「新しい街づくりと産業を考える」をテーマに、神奈川、北海道で開

催しました。私たちが安全に、そして安心して生活するために必要な社会資本

の整備と、コミュニティの繋がりを大切にした自然の中での暮らしを見学し、

「街づくり」について考えを深めることができました。

夏以降も全国での開催を企画していますので、ご期待ください。

開催日

5月30日 神奈川県横浜市 清水建設

6月 9 日 北海道石狩郡 スウェーデンハウス

地下遊水地構内

大
都
市
の
場
合
、
河
川
の
拡
張
が
難
し

い
こ
と
が
多
く
、
洪
水
を
一
時
的
に
貯
留

す
る
遊
水
地
を
建
設
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
も
、
都
市
化
で
遊
水
地
敷

地
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
、
箱
型

形
式
の
地
下
遊
水
地
で
対
応
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
鳥
山
川
を
は
じ
め
、

日
本
各
地
で
こ
の
方
式
で
遊
水
地
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
下
遊
水
地
は
、
上
地

う

わ

ち

が
公
園
な
ど
他

の
目
的
に
利
用
さ
れ
る
た
め
、
完
成
し
た

後
は
都
市
生
活
の
中
で
は
目
立
た
な
い
も

の
と
な
り
ま
す
。
上
地

う

わ

ち

が
公
園
や
グ
ラ
ン

ド
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
、
遊
水
地

の
表
現
を
「
池
」
で
な
く
、「
地
」
と
し
て

い
ま
す
。

■
市
街
化
が
進
む
鳥
山
川
周
辺

鳥
山
川
は
、
横
浜
市
神
奈
川
区
羽
沢
町

の
丘
に
源
を
発
し
、
港
北
区
鳥
山
町
で
鶴

見
川
と
合
流
す
る
都
市
河
川
で
す
。
横
浜

市
内
を
J
R
東
海
道
新
幹
線
と
並
行
し
て

流
れ
る
、
全
長
約
4
km
の
川
で
す
。
鳥
山

川
自
体
は
小
さ
い
川
な
の
で
す
が
、
鶴
見

川
が
1
級
河
川
な
の
で
、
合
流
す
る
鳥
山

川
も
1
級
河
川
と
な
り
ま
す
。
横
浜
市
は

特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
27
の
河
川
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
改
修
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
鳥
山
川
も
そ
の
一
つ
で
す
。
工
事
現

場
は
、
J
R
東
海
道
新
幹
線
沿
い
の
新
横

浜
駅
と
第
3
京
浜
道
路
の
羽
沢
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
中
間
地
点
の
三
角
地
で
、
す

ぐ
脇
に
環
状
2
号
線
道
路
も
走
っ
て
い
ま

す
。鳥

山
川
流
域
は
交
通
の
利
便
性
が
高
い

た
め
、
昭
和
40
年
代
か
ら
市
街
化
が
進
み

ま
し
た
が
、
本
格
的
な
河
川
改
修
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

54
年
10
月
、
台
風
20
号
に
よ
る
浸
水
被
害

が
起
こ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
昭
和
56
年
か

ら
河
道
の
拡
幅
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
60
年
代
に
入
る
と
、
市
営
地
下

鉄
が
開
通
し
、
市
街
化
に
拍
車
が
か
か
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
交
通
の
利
便
性
が

高
く
、
将
来
的
に
は
流
域
の
ほ
と
ん
ど
が

市
街
化
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
先
ほ
ど
も
お
話
し
た
よ
う
に

市
街
化
が
進
む
中
で
は
、
河
道
の
再
拡
張

が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
は
地
下

遊
水
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

「
清
水
・
フ
ジ
タ
・
イ
ワ
キ
・
保
土
ヶ
谷

建
設
共
同
体
」（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
）
に
工
事
を
発
注
し
、
平
成
10
年
か

ら
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
遊
水
地
は
2
層
構
造

こ
の
地
下
遊
水
地
は
、
総
量
4
・
4
万

3
m
の
水
を
貯
水
で
き
る
縦
約
1
2
0
m
、

横
約
16
〜
約
37
m
、
深
さ
約
25
m
の
2
段

式
の
プ
ー
ル
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
大
量
降
雨
時
の
河
川
洪
水

を
一
時
貯
留
し
、
地
上
で
の
浸
水
被
害
を

未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
計
算
で
は
、
6
・
3

年
に
1
回
の
割
合
で
遊
水
地
が
一
杯
に
な

り
ま
す
。

平
成
15
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
現

在
最
終
工
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
完
成
す

る
と
地
下
に
完
全
埋
没
す
る
た
め
、
工
期

終
盤
の
こ
の
時
期
が
見
学
の
最
終
チ
ャ
ン

ス
と
な
り
ま
す
。

■
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
工
事

交
通
の
要
衝
に
あ
る
た
め
、
掘
削
や
排

水
に
よ
り
新
幹
線
や
都
市
交
通
に
地
盤
傾

斜
な
ど
の
悪
影
響
を
与
え
ぬ
よ
う
、
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
鳥
山
川
遊
水
地
計
測
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
開
発
し
、
周
辺
の
重
要
構
造
物
の
安

全
性
に
つ
い
て
監
視
、
掘
削
時
の
山
留
壁

の
安
全
性
の
確
認
を
重
視
し
ま
し
た
。

ま
た
、
工
事
残
土
の
処
分
は
指
定
処
分

場
で
あ
る
大
黒
埠
頭
へ
、
排
水
は
濁
水
処

理
施
設
を
経
由
す
る
な
ど
、
適
切
な
処
分

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
こ
の
工
事
に
よ
る
環
境
へ
の

負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
工
事
現

場
か
ら
排
出
さ
れ
る
建
設
廃
棄
物
の
最
終

処
分
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
徹
底
し
た
分
別
処
理
と
可
能
な
限
り

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企 と 活 懇 会業 生 者 談
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遊
水
地
の
内
部
を
見
学
し
、
そ
の

柱
の
数
に
驚
き
ま
し
た
。
正
直
い

っ
て
、
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
中
に
流
入
す
る
水
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
角
柱
よ
り
円
柱
の
方
が
適
当

だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

柱
の
数
は
、
隣
接
す
る
新
幹
線

や
環
状
2
号
線
道
路
へ
の
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
、
構
造
上
の
強
度
を
考

え
て
、
多
く
の
柱
で
支
え
て
い
ま
す
。
柱

の
形
で
す
が
、
鳥
山
川
か
ら
の
水
が
流
入

す
る
部
分
は
円
柱
と
な
っ
て
お
り
、
水
を

溜
め
る
部
分
は
角
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

角
柱
と
し
た
の
は
、
こ
こ
の
地
盤
が
柔
軟

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
土
圧
を
考
え
た
際
、

構
造
力
学
上
の
対
応
性
が
強
い
角
柱
を
採

用
し
ま
し
た
。

工
事
を
1
社
で
は
な
く
、
な
ぜ
4

社
の「
共
同
事
業
体
」で
受
注
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
ま
た
、
こ
う
し

た
例
は
内
外
で
一
般
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。

共
同
事
業
体
と
し
て
応
札
す
る
こ

と
が
、
発
注
者
で
あ
る
横
浜
市
か

ら
の
条
件
で
し
た
。
こ
の
条
件
に
従
っ
て
、

「
清
水
・
フ
ジ
タ
・
イ
ワ
キ
・
保
土
ヶ
谷
建

設
共
同
企
業
体
」
と
し
て
応
札
し
、
受
注

し
ま
し
た
。

共
同
企
業
体
に
は
地
域
振
興
的
な
役
割

や
、
地
元
企
業
へ
の
技
術
移
転
な
ど
の
要

素
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
式

は
、
日
本
で
は
大
規
模
公
共
工
事
で
は
一

般
的
で
、
工
事
現
場
で
よ
く
J
V
（
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
略
）と
い
う
文
字
を
目

に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
で
は
ア
メ

リ
カ
で
、
1
9
2
9
年
の
大
恐
慌
の
後
、
景

気
回
復
の
た
め
に
大
規
模
公
共
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
有
名
な
フ
ー
ヴ
ァ
ー
ダ
ム

の
建
設
な
ど
も
、
こ
う
し
た
工
事
か
ら
始

ま
り
、
今
で
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
土
木
技
術

を
、
い
く
つ
か
具
体
的
に
挙
げ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

軟
弱
地
盤
の
中
を
シ
ー
ル
ド
・

マ
シ
ン
方
式
で
建
設
し
た
東
京

湾
横
断
道
路
や
本
四
架
橋
に
は
、
世
界
に

誇
る
日
本
の
高
度
な
土
木
技
術
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
構
造
物
は
、
強
い

横
風
対
策
や
構
造
的
な
捻ひ

ね

り
へ
の
技
術
的

対
策
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
採
用

さ
れ
た
技
術
は
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
第

一
級
技
術
で
す
。
N
A
T
M
方
式
と
呼
ば

れ
る
山
岳
ト
ン
ネ
ル
方
式
で
完
成
し
た
青

函
ト
ン
ネ
ル
も
、
世
界
的
な
技
術
レ
ベ
ル

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

環
境
保
全
に
配
慮
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
う
工

事
な
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流

し
込
む
型
枠
も
数
多
く

必
要
で
し
た
が
、
こ
れ
ら

を
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
も
の

に
し
ま
し
た
。
工
事
中

の
騒
音
対
策
・
振
動
対

策
に
も
心
が
け
、
工
事

中
も
車
両
の
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
徹
底

し
ま
し
た
。

建
設
現
場
で
は
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
廃
棄
物
ゼ

ロ
）を
目
標
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
徹
底
し
て
、
分
別
収

集
を
実
行
し
た
結
果
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
99
％
を
達
成

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
工
事

が
あ
る
こ
と
を
、

近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
広

報
活
動
に
も
っ
と
力
を
入

れ
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
よ
う
に
、（
社
）
日
本
土

木
工
業
協
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
土
工
協
と
し
て
も
「
1

0
0
万
人
の
市
民
見
学
会
」
と
銘
打
ち
、

Q
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Q

多
く
の
市
民
の
方
々
に
公
共
工
事
の
現
場

を
見
学
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
見
学
会
も
そ
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
協
会
か
ら
も
広
報

部
長
が
出
席
し
て
い
ま
す
。

「
1
0
0
万
人
の
市
民
見
学
会
」
は
、

2
0
0
2
年
11
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
の
4
月
20
日
現
在
で
、
14
万
3
、
0

0
0
人
の
方
々
が
全
国
各
地
の
建
設
現
場

を
見
学
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
公
共
工
事
が
す
っ
か

り
悪
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来

必
要
の
な
い
工
事
を
、
予
算
消
化
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

鳥
山
川
も
1
級
河
川
と
言
い
な
が
ら
非
常

に
小
さ
な
川
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
工

事
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
治
水
は
古
代

中
国
で
国
を
治
め
る
基
本
で
し

た
。
ま
た
、
土
木
と
言
う
言
葉
は
、
英
語

で
はciv

il
en
g
in
eerin

g

と
い
い
、
市

民
の
た
め
の
技
術
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

土
木
技
術
者
は
み
な
使
命
感
と
誇
り
を
持

っ
て
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
政
治

的
な
思
惑
で
、
本
来
の
精
神
が
そ
の
ま
ま

伝
わ
っ
て
い
な
い
の
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

鳥
山
川
も
平
時
は
小
さ
な
川
で
す
が
、

合
流
す
る
鶴
見
川
同
様
、
過
去
の
増
水
時

に
は
浸
水
被
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
都

市
化
が
急
速
に
進
む
中
、
予
防
策
を
日
常

か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

こ
の
工
事
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
と
の
話
し
合
い
は
持
た

れ
ま
し
た
か
。
工
事
完
成
後
、
上
地
は
公

園
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
あ
ま
り
い
い
立
地
と
は
言
え
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
住
民
の
意
向
は
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

上
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
建
設
計

画
全
体
の
中
で
、
何
度
も
説
明
会

を
持
ち
ま
し
た
。
駐
車
場
案
や
公
園
案
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
上
に
団
地

が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
話
し
合
い
の
結
果
、

最
終
的
に
公
園
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

（
文
責
　
主
任
研
究
員
　
立
田
邦
夫

専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）

出席者の感想から

日頃あまり見ることのできない工事内
部を拝見して、日本の土木技術の高さ
を再確認しました。一方、日本中をこ
んなコンクリートで固めてしまって良い
のだろうかという考えも、私の中には
あります。6年に1回の氾濫のために、
60億円もの工費をかけるべきだったの
か疑問は残ります。しかしながら、土木
工事はやはり国の基本であり、とても
重要なものと思っています。市民生活
に関係のある治水・遊水工事は、特に
大切だと認識しています。

●
「鳥山川遊水地建設工事」が、5年前か
ら行われていたにもかかわらず、建設
現場が我が家のすぐ近くだということ
を、この見学会で初めて知りました。
「安全な街づくり」の一環として、地域
に暮らす住民の関心を高めるために
も、積極的な広報が必要ではないかと
思います。

●
環境問題と省エネルギー対策に、前向
きに努力をされている現場の姿勢を感
じました。土工協の活動は多いに歓迎
されるものです。行政側からも、市民
にとって役立つようなPRをぜひお願い
します。

●
清水建設の方々に現場で気軽に質問が
できる形であったことは、ありがたい
配慮でした。本年度、たまたま横浜市
下水道局のモニターをしており、この
工事の発注者が同局であることを知り
ました。出席者の声にもありましたが、
60億円という費用を使う大事業である
ので、市民への情報公開を進めるべく
もっとPRをしてもよいと思います。

●
鳥山川地下遊水地は予想外の大規模工
事でした。乱開発による出水被害をな
くし、治水工事を行うことは国の基本
的な役割であり、浸水被害を経験した
小生にとっても心強い限りです。ただ、
工事はできる限り自然環境に適合した
分散型とし、大規模なダムや遊水地は
最小限にすべきでしょう。

清水建設株式会社

A

A
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A

Q
&
A

Q

QA
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■
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
」の
建
設
が
決

ま
る
ま
で

昭
和
47
年
、
北
海
道
の
産
業
拠
点
と
し

て
石
狩
湾
新
港
の
開
発
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
純
粋
な
民
間
企
業
で
あ

っ
た
石
狩
開
発
株
式
会
社
は
、
石
狩
地
区

の
総
合
開
発
を
目
指
す
官
・
民
共
同
出
資

の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
札
幌
の
流
通
基
地
と
し
て
石

狩
地
区
に
一
大
流
通
団
地
を
建
設
す
る
構

想
が
浮
上
し
、
3
万
人
規
模
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
確
保
す
る
計
画
に
発
展
し
ま
し
た
。

地
場
産
業
の
一
つ
で
あ
る
ト
ー
モ
ク
・

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
当
時
独
自
に
こ
の

問
題
を
検
討
し
始
め
、
住
宅
地
に
適
し
た

エ
リ
ア
の
選
別
を
開
始
し
ま
し
た
。
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
結
果
、
当
別
町

獅
子
内
の
丘
陵
地
帯
に
注
目
し
ま
し
た
。

現
在
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
は
そ
の
一
部

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
こ
を
選
定
し
た
理
由

は
、
丘
陵
の
地
形
や
、
谷
を
埋
め
尽
く
し

た
豊
か
な
自
然
か
ら
、
こ
の
地
で
は
、
人

間
と
自
然
が
調
和
し
た
理
想
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
づ
く
り
が
可
能
だ
と
判
断
し
た
か
ら

で
す
。

■

な
ぜ
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
な
の
か

北
海
道
と
い
う
立
地
上
、
特
に
冬
季
の

暮
ら
し
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
同
じ
寒
冷
地
で
、
住
環
境
、

医
療
、
社
会
福
祉
で
世
界
の
最
先
端
を
行

く
北
欧
に
注
目
し
ま
し
た
。
数
回
に
わ
た

り
北
欧
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
駐

日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
か
ら
も
親
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
検
討
を
進
め

ま
し
た
。
昭
和
53
年
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
際
、「
こ
こ
は
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
郊
外
と
そ
っ
く
り
だ
」
と
驚

か
れ
、
さ
ら
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
陛
下
か

ら「
日
本
と
の
友
好
を
さ
ら
に
深
め
た
い
」

と
の
ご
意
向
も
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
で
、
北
海
道
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
交

流
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
村
」

建
設
構
想
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ヒ
ル
ズ
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
54
年
に
は
札
幌
で
「
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
北
海
道
産
業
・
文
化
提
携
会
議
」
も
開

催
さ
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
村
計
画
も
具
体

的
に
検
討
さ
れ
、
い
よ
い
よ
実
現
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

■
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
」
と
い
う
街

昭
和
59
年
に
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
は
、
今
で
は
約
3
0

0
世
帯
・
5
0
0
人
の
方
が
居
住
す
る
街

へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
開
発
の
計
画
面
積

は
約
3
0
0
ha（
約
90
万
坪
）で
、
う
ち
1

5
0
ha
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
で
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
は
、
中
心
部
の

ビ
レ
ッ
ジ
地
区
、
イ
ー
ス
ト
地
区
、
ウ
エ

ス
ト
地
区
と
3
つ
の
地
区
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
地
形
、

緑
の
景
観
を
凝
ら
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
な

っ
て
お
り
、
一
巡
す
る
だ
け
で
も
北
欧
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
入
っ
た
よ
う
な
楽
し
さ

が
味
わ
え
ま
す
。

各
家
と
も
広
い
敷
地
を

持
っ
て
お
り
、
中
心
に
あ

る
ビ
レ
ッ
ジ
地
区
の
平
均

宅
地
は
約
2
5
0
坪
も
あ

り
ま
す
。
街
に
は
電
柱
・

電
線
、
垣
根
は
な
く
、
住

棟
間
隔
も
ゆ
っ
た
り
と
と

ら
れ
て
い
る
の
で
、
静
か

で
落
ち
着
い
た
住
環
境
が

醸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
も「
ク
ル
・
ド
・
サ
ッ
ク

方
式
」
と
呼
ば
れ
る
街
区

道
路
の
先
端
を
ル
ー
プ
状

に
し
、
車
の
通
り
抜
け
が

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
交
通
量
も
少

な
く
、
静
か
な
住
環
境
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
丘
陵
地
に
あ
る

た
め
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ

を
描
く
幹
線
道
路
は
、
プ

ラ
タ
ナ
ス
を
は
じ
め
選
別
さ
れ
た
街
路
樹

と
よ
く
調
和
し
、
見
事
な
パ
ノ
ラ
マ
景
観
を

作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
地
区
全
体

の
統
一
性
と
美
観
を
確
保
す
る
目
的
で
、

地
区
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各
種
の
案
内

版
・
サ
イ
ン
ボ
ー
ド（
通
り
名
サ
イ
ン
、
地

区
案
内
板
、
方
向
指
示
サ
イ
ン
板
等
）に

も
、
細
か
い
規
定
が
あ
り
、
調
和
が
保
た
れ

て
い
ま
す
。
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■
北
欧
文
化
と
と
も
に

ビ
レ
ッ
ジ
地
区
の
中
央
に
は
（
財
）
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
地

区
住
民
が
北
欧
文
化
の
書
籍
や
民
具
に
直

接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
交

流
会
場
に
も
な
る
ホ
ー
ル
が
置
か
れ
、
講

演
会
や
住
民
集
会
な
ど
多
目
的
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
2
年
に
来
日
し
た
グ
ス

タ
フ
国
王
も
こ
こ
を
訪
問
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
伝
統
工

芸
で
あ
る
ガ
ラ
ス
工
芸
工
房
と
木
工
工
芸

工
房
も
あ
り
、
見
学
が
可
能
で
す
。

地
区
内
の
道
路
は
、
北
欧
の

木
々
の
名
前
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

都
市
名
な
ど
に
ち
な
ん
だ
ス
ト
リ

ー
ト
ネ
ー
ム
が
つ
い
て
い
ま
す
。

公
園
や
広
場
に
は
、
北
欧
の
お
伽

噺
の
主
人
公
の
名
前
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
北
欧
の
民

族
文
化
を
象
徴
す
る
ル
シ
ア
祭

や
、
夏
至
祭
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど

幅
広
い
文
化
活
動
が
行
わ
れ
、
住

民
交
流
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
街
全
体
に
、
カ
ラ
フ
ル
な

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
型
住
宅
が
、
ま
る

で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
移
植
さ
れ

た
よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ヒ
ル
ズ
な
の
で
す
。

■
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
」
で

生
活
す
る

北
欧
の
住
宅
の
基
本
思
想
は
世
代
を

繋
い
で
、
50
年
、
1
0
0
年
と
い
っ
た
長
い

期
間
住
み
つ
づ
け
る
と
い
う
家
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
耐
震
・
耐
風
・
耐
積
雪
・

耐
火
な
ど
、
構
造
上
安
定
し
た
住
宅
が
大

前
提
と
な
り
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル

ズ
の
住
宅
は
、
す
べ
て
こ
う
し
た
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
で
で
き

て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
の
特
筆

す
べ
き
点
は
、
美
し
い
環
境
を
保
つ
街
づ

く
り
の
た
め
、
住
民
全
員
が
守
ら
ね
ば
な

ら
な
い「
建
築
協
定
」
を
設
け
て
い
る
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
宅
地
の
境
界
か
ら
一

定
距
離
を
置
い
て
家
を
建
築
す
る
こ
と
、

屋
根
と
外
壁
は
一
定
の
基
本
色（
注
）
か
ら

選
択
す
る
こ
と
、
門
塀
は
作
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
協
定

を
継
続
的
に
実
現
す
る
た
め
に
、
運
営
委

員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

（
注
）屋
根
に
使
用
す
る
色
は

ベ
ニ
ガ
ラ
ま
た
は
ブ
ラ

ッ
ク
、
外
壁
等
に
使
用

す
る
色
は
ベ
ニ
ガ
ラ
ま

た
は
ア
イ
ボ
リ
ー
を
基

本
と
す
る
。

ま
た
、
街
の
中

央
に
は
清
掃
、
除

雪
か
ら
保
安
ま
で

担
当
す
る
管
理
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、

住
民
の
日
常
生
活

の
安
全
管
理
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
有

料
で
不
在
時
の
住

宅
管
理
、
高
齢
者

向
け
の
自
宅
敷
地

除
雪
な
ど
幅
広
い

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

■
社
会
的
な
評
価

北
海
道
の
自
然
と
個
性
豊
か
な
街
づ
く

り
の
努
力
は
、
社
会
的
に
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
平
成
3
年
と
4
年
に
は

2
年
連
続
で
北
海
道
・
N
H
K
・
北
海
道

新
聞
社
主
催
の
「
北
海
道
街
づ
く
り
1
0

0
選
」
で
「
21
世
紀
に
向
け
た
街
づ
く
り
」

の
代
表
例
と
し
て
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
5
年
に
は
「
北
海
道
街
づ
く
り

功
労
者
知
事
表
彰
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

第
71
回
（
北
海
道
　
6
月
9
日
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ（
北
海
道
石
狩
郡
）

ヒルズ内のガラス工芸工房ヒルズ内を実際に見学



は
5
cm
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
料

に
な
り
ま
す
が
、
公
道
か
ら
玄
関
ま
で
の

除
雪
も
行
い
ま
す
。

暖
房
に
つ
い
て
は
ガ
ス
が
中
心
で
す

が
、
電
気
で
の
対
応
も
可
能
で
す
。
暖
房

費
は
平
均
し
て
月
3
万
円
く
ら
い
か
か
り

ま
す
。

ヒ
ル
ズ
内
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
商
店
街

な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヒ
ル
ズ
に

住
ん
で
い
る
方
は
、
普
段
の
買
い
物
は
ど

う
し
て
い
る
の
で
す
か
。

週
2
回
、
地
元
生
協
の
出
張
販

売
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
車
で

10
分
程
度
の
当
別
町
に
生
鮮
市
場
な
ど
が

あ
り
ま
す
し
、
ヒ
ル
ズ
入
口
に
コ
ン
ビ
ニ

も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
の
利
便
性
に
関
す
る
質
問

が
い
ろ
い
ろ
出
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
都
会

の
よ
う
な
利
便
性
の
高
い
生
活
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
野
鳥
の
さ
え

ず
り
や
季
節
ご
と
の
草
花
を
楽
し
み
、
四

季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

あ
れ
も
こ
れ
も
と
い
っ
た
生
活
で
は
な

く
、
こ
れ
が
大
切
だ
と
い
う
生
活
を
選
択

す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
考
え
だ
と
思
い
ま

す
。
何
を
大
切
に
す
る
か
は
、
個
人
個
人

で
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
自
然
の
中
で
の

生
活
を
選
択
を
し
た
と
き
に
、
こ
の
ヒ
ル

ズ
で
の
生
活
は
ベ
ス
ト
な
も
の
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
主
任
研
究
員
　
立
田
　
邦
夫

専
門
研
究
員
　
山
田
　
俊
彦
）
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除
雪
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
冬

の
暖
房
方
法
は
何
が
中
心
に
な
り
ま
す
か
。

冬
場
は
、
ヒ
ル
ズ
内
に
あ
る
ゴ

ル
フ
場
の
職
員
が
除
雪
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
北
海
道
で
は
10
cm

積
雪
す
る
と
除
雪
し
ま
す
が
、
ヒ
ル
ズ
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
に
は
、
ど

う
い
う
方
が
住
ん
で
い
ま
す
か
？

半
分
近
く
の
方
が
、
北
海
道
外

か
ら
移
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
若
い
方
々
に
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う

で
す
。
こ
こ
に
住
み
、
札
幌
に
通
勤
さ
れ

て
い
る
方
も
多
い
。年
齢
構
成
を
見
る
と
、

若
い
世
代
と
高
齢
世
代
の
2
つ
に
分
か
れ

ま
す
。
新
し
く
開
発
し
た
ウ
エ
ス
ト
地
区

に
は
比
較
的
若
い
方
が
多
く
、
イ
ー
ス
ト

地
区
に
は
開
発
当
初
に
来
ら
れ
た
方
が
多

く
、
高
齢
化
も
見
ら
れ
ま
す
。

若
い
方
が
ど
う
し
て
道
外
か
ら
こ

こ
へ
移
っ
て
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？

首
都
圏
の
場
合
、
例
え
ば
東
京

で
は
、
家
を
建
て
る
の
に
40
坪

8
5
0
0
万
円
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
し

か
も
、
建
築
に
当
た
っ
て
の
規
制
も
い
ろ

い
ろ
と
多
い
。
こ
ち
ら
で
は
、
若
い
方
々

は
、
だ
い
た
い
4
5
0
0
万
円
ぐ
ら
い
の

物
件
を
求
め
ま
す
。購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

1
0
0
0
万
円
を
両
親
か
ら
援
助
し
て
も

ら
い
、
3
5
0
0
万
円
を
35
年
ロ
ー
ン
で

組
む
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
首

都
圏
に
比
べ
て
、
値
段
の
上
で
は
断
然
有

利
で
す
が
、
就
職
先
や
、
首
都
圏
と
の
所

得
格
差
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の
建
坪
の

単
価
は
少
し
高
い
の
で
は
な
い
で

す
か
？

仮
に
建
坪
の
単
価
を
1
5
0
坪

3
0
0
0
万
円
と
し
ま
す
と
、

一
般
建
売
と
比
べ
て
高
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
通
常
の

「
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
」
の
住
宅
に
比
べ
、

樹
齢
の
高
い
北
欧
材
を
使
っ
て
お
り
、
木

製
サ
ッ
シ
の
3
層
ガ
ラ
ス
窓
や
、
壁
、
床
、

天
井
の
内
部
に
高
品
質
の
断
熱
材
な
ど
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
最
小
限
の
光
熱
費
で

快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
断
熱
・
気
密
設

計
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
が
、
そ
の
分

建
坪
単
価
は
若
干
高
い
と
思
い
ま
す
。

老
齢
化
対
策
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

心
が
け
て
い
ま
す
か
。

今
後
2
〜
3
年
で
、
70
歳
以
上
の

方
が
50
組
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

80
歳
で
独
り
住
ま
い
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
室
内
の
本
格
的
な
バ
リ
ア
フ
リ

ー
は
、
設
計
時
点
で
オ
プ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。
多
少
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

現
時
点
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
要
望
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
室
内
清
掃
、
各

設
備
機
器
の
見
廻

り
、リ
ネ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

芝
・
雑
草
刈
り
な
ど
、

有
料
な
が
ら
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
揃
え
、
高

齢
の
方
で
も
快
適
に

過
ご
せ
る
環
境
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

通
学
方
法
や

病
気
に
な
っ

た
時
の
対
応
は
ど
う

し
て
い
る
の
で
す
か
。

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ヒ
ル
ズ
建

設
時
か
ら
の
取
り
決

め
で
、
当
別
町
が
小

中
学
生
用
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
高
校
生
は

片
道
1
5
0
円
の
通

常
の
バ
ス
で
、
通
学

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ヒ
ル
ズ
の
中
に
病
院
は
な
い
の
で
、
当
別

町
な
ど
へ
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

地
域
は
渋
滞
が
な
い
の
で
、
救
急
車
対
応

は
迅
速
で
す
。

こ
の
地
区
は
冬
の
間
、
あ
る
程
度

の
積
雪
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
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Q

読者の感想から

私が所属する会社のメセナ活動で、
ガラス工房や家具工房で働くスウェ
ーデンの方たちと交流したことを懐
かしく思い出しました。「幸せに感じ
る住空間」についての答えはいろい
ろでしょうが、今回はその答えを見
つけたように思って、帰路につきま
した。また、「豊かな暮らし」を感じ
た1日でもありました。

●

スウェーデンヒルズのとても素晴ら
しい街並みを見ることができて、感
激でした。ハウスも大変素敵で、今
後建て替える時はぜひお願いしたい
と思っていますが、少々コスト的に
高い感じを受けました。

●

チョコレート色の家と木々の緑の調和
が素晴らしかった。価格面も一般市民
でも手に入れられる値段なので、ホッ
とする気分です。一方で、交通の便と
買物の利便性がもっと高ければよいの
ではないかと思います。

●

テーマは「新しい街づくりと産業を
考える」と伺っていましたが、お話
が少々スウェーデンハウスの住宅機
能に片寄っていたような気もしまし
た。スウェーデンヒルズという街並
み、街づくりについてもう少し議論
を深めてみたかった。

●

日々生活に追われていますと、緑や自
然に触れることもなく、安らぎも忘れ
ておりました。毎日スウェーデンヒル
ズのようなところで暮らせたら、どん
なにステキかしらと思います。
別荘として、ヒルズに家を持てると
いいなと思います。多くの人と接す
る機会が多いので、いろいろな人に
語り、本日体感したことを広めたい
と考えています。

スウェーデンハウス株式会社

企 と 活 懇 会業 生 者 談

Q

A

Q

A

Q
&
A

Q

A
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●
企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
の
重
要

度
で
、「
危
機
管
理
」
が
「
非
常
に
重
要

で
あ
る
」
の
2
番
目
に
き
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
。
や
は
り
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

に
比
べ
て
意
識
が
低
い
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
不
祥
事
の
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
、
20
歳
代
を
除
く
世
代
で
「
内
部

通
報
制
度
」
が
1
位
な
の
に
対
し
て
、

20
歳
代
は
「
内
部
監
査
を
重
視
」
し
て

い
る
こ
と
が
な
か
な
か
印
象
深
い
。
組

織
で
の
様
々
な
問
題
点
を
見
て
き
た
30

歳
代
以
上
は
、
組
織
内
の
シ
ス
テ
ム
に

対
し
て
懐
疑
的
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
20
歳
代
と
60
歳
代
の
企
業
へ
の
考
え

方
に
違
い
が
見
え
て
、
お
も
し
ろ
い
と

思
っ
た
。
若
者
は
不
祥
事
が
あ
っ
て
も
、

自
分
が
気
に
入
れ
ば
、
あ
っ
さ
り
割
り

切
っ
て
受
け
と
め
て
い
る
こ
と
に
も

「
新
世
代
」
と
感
じ
た
。（

30
歳
代
・
女
性
）

●
健
全
・
優
良
な
企
業
が
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
や
商
品
を
選
択
す
る
消
費
者
が

増
え
て
き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
し

か
し
、
今
の
と
こ
ろ
企
業
側
の
努
力
が

消
費
者
に
確
認
で
き
な
い
た
め
、
不
安

感
が
解
消
さ
れ
な
い
。
現
状
に
双
方
不

満
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
社
員
を
大
切
に
す
る
企
業
が
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
も
大
切
に
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
方
程
式
を
発
見
し
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
ど
の
企
業
も
信
用
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
今
後
、
社
員
を
大
切
に
す

る
と
い
う
視
点
で
判
断
し
よ
う
と
考
え

た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
予
想
し
て
い
た
結
果
と
あ
ま
り
違
わ

な
い
、
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
す
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、「
企
業
経
営
で

重
視
す
べ
き
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」
で

あ
っ
た
。
第
1
位
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

は
と
も
か
く
、
2
位
、
3
位
に
従
業
員

や
地
域
社
会
が
入
っ
て
き
て
、
個
人
株

主
な
ど
が
、
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
実
に
日
本
的
で
、
お
よ

そ
欧
米
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
不
祥
事
の
再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み
で

は
「
内
部
通
報
や
公
益
通
報
の
受
付
窓
口

設
置
」
が
一
番
多
く
、
勇
気
あ
る
通
報
が

不
祥
事
の
未
然
防
止
に
役
立
つ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
通
報
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
人
が
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
り
、
小

さ
い
工
場
や
お
店
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の

は
意
味
が
な
い
。
救
済
制
度
を
設
け
、
会

社
の
不
祥
事
を
早
期
に
な
く
し
て
し
ま
う

努
力
を
し
て
欲
し
い
。（
50
歳
代
・
女
性
）

●
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
、
な
か
な
か

抜
け
出
せ
な
い
の
で
す
が
、
情
報
公
開

や
法
令
遵
守
か
ら
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を

掴
み
、
地
道
に
信
頼
を
築
き
あ
げ
て
い

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
一
企
業
人
と
し
て
言
わ
せ
て
も
ら
え

ば
、
ニ
ュ
ー
ス
に
出
る
一
部
の
問
題
企

業
を
例
に
し
、
企
業
観
を
い
わ
れ
る
の

は
心
外
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
や
っ
て
い

る
企
業
が
圧
倒
的
に
多
い
。
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
の
仕
方
も
問
題
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
社
会
的
事
件
を

背
景
と
し
て
、
変
化
し
て
い
る
事
実
を

正
確
に
捉
え
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま

し
た
。
回
答
者
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
年
代
、

ど
の
よ
う
な
生
活
者
が
ど
の
よ
う
な
考

え
方
な
の
か
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
自
分
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
控
え
と
座
談

会
の
内
容
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
興
味

生
活
者
の
「
企
業
観
」
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

『ネットワーク通信 春号』を読んで『ネットワーク通信 春号』を読んで

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想
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応
答
の
中
で
「
事
故
を
起
こ
し
た
企
業

は
市
場
か
ら
退
場
す
べ
し
」
と
い
う
厳

し
い
発
言
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
企
業
の

製
品
を
買
う
か
否
か
は
消
費
者
の
判
断

で
や
れ
ば
い
い
こ
と
な
の
で
、
マ
ス
コ

ミ
等
で
圧
力
を
か
け
る
よ
う
な
方
向
は

良
く
な
い
と
思
う
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
雪
印
乳
業
の
社
外
取
締
役
に
就
任
さ
れ

た
日
和
佐
さ
ん
の
活
動
に
、
消
費
者
の
期

待
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
監
査
役
、
公

認
会
計
士
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
役
割
が

形
骸
化
さ
れ
て
い
る
現
在
の
状
況
下
で
、

信
頼
回
復
の
道
が
と
れ
る
か
危
惧
し
ま

す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
お
客
さ
ま
あ
っ
て
の
企
業
で
す
が
、

社
員
あ
っ
て
の
企
業
と
い
う
の
も
大
切

だ
と
思
っ
た
。
会
社
内
で
う
ま
く
い
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
お
客
さ
ま
に
も
そ

れ
が
通
じ
て
い
る
と
思
う
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
「
会
社
の
価
値
を
決
め
る
の
は
、
お

客
さ
ま
」
と
あ
る
け
れ
ど
、
メ
デ
ィ
ア

に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

深
く
拝
見
し
ま
し
た
。
関
心
が
湧
い
た

の
は
、
年
齢
別
と
い
う
よ
り
、
就
業
者

と
就
業
者
以
外
の
差
異
分
析
の
結
果
で

す
。
就
業
者
の
回
答
は
、
い
ま
だ
日
本

企
業
の
体
質
を
引
き
ず
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
信
頼
し
て
い
た
企
業
に
裏
切
ら
れ
た
生

活
者
の
怒
り
が
、
は
っ
き
り
分
か
り
ま

す
。
企
業
が
生
活
者
の
信
頼
を
取
り
戻
す

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
は
、
企
業
側

に
課
せ
ら
れ
た
問
題
で
す
。
そ
の
反
省
な

り
、
改
善
さ
れ
た
成
果
を
見
せ
る
の
は
、

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
当
に
疑
い
深

く
な
っ
て
い
る
生
活
者
に
対
し
て
、
信
頼

感
を
い
く
ら
か
で
も
取
り
戻
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
完
璧
な
商
品
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
急
務
で
す
。
そ
れ
に
、
内
部

通
報
、
公
益
通
報
は
成
果
を
挙
げ
る
で
し

ょ
う
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

●
最
終
消
費
者
を
大
切
に
す
る
企
業
経
営

が
、
信
頼
感
の
向
上
と
と
も
に
、
業
績
の

向
上
に
寄
与
す
る
原
動
力
に
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の

中
で
、
企
業
が
生
き
残
り
を
か
け
、
な
り

ふ
り
か
ま
わ
ぬ
体
質
に
な
り
、
不
祥
事
を

起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
望
み
ま

す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
信
頼
を
作
り
上
げ
る
の
は
、
す
ご
く

時
間
が
か
か
る
の
に
、
失
う
の
は
一
瞬

な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
雪
印
の
事

件
で
初
心
を
忘
れ
て
い
た
企
業
が
、
初

心
を
思
い
出
し
て
、
よ
り
良
い
企
業
作

り
に
励
ん
で
欲
し
い
。（
20
歳
代
・
女
性
）

●
雪
印
の
事
件
で
、
消
費
者
の
信
頼
を

取
り
戻
す
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
う
と

同
時
に
、
工
場
で
一
生
懸
命
働
く
人
々

の
生
活
を
心
配
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
握
り
の
生
産
者
と
ト
ッ
プ
が
犯
し
た

ミ
ス
で
、
ど
ん
な
に
多
く
の
人
が
迷
惑

を
被
っ
た
か
。
私
は
、
雪
印
が
再
び
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
応
援
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
30
歳
代
・
女
性
）

●
不
祥
事
を
起
こ
し
た
企
業
の
商
品
は

買
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
記
事
を
読
ん
で
、
再
び
信
頼
を
取
り

戻
す
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
私
は
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
企
業
の
お
客
様
相
談
室
に
勤
務
し
て

い
る
。
私
も
常
日
頃
か
ら
会
社
の
「
穏
便

に
解
決
し
た
い
。
表
沙
汰
に
し
た
く
な

い
」
と
い
っ
た
方
針
に
疑
問
を
感
じ
て
い

た
。「
裁
判
に
訴
え
て
も
い
い
か
ら
毅
然

と
し
た
態
度
を
と
っ
て
欲
し
い
…
」
と
い

う
発
言
に
と
て
も
共
感
し
、
企
業
も
消
費

者
を
自
立
へ
と
導
く
使
命
が
あ
る
と
痛
感

し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
こ
の
会
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
日
和

佐
さ
ん
の
話
よ
り
も
「
雪
印
は
市
場
か

ら
退
場
す
べ
き
…
」
と
い
う
会
場
か
ら

の
意
見
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
企
業

の
体
質
を
変
え
な
い
ま
ま
再
出
発
し
て

い
い
の
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

雪
印
製
品
が
好
き
な
消
費
者
と
し
て
は
、

雪
印
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
、
良
い
会

社
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
雪
印
は
好
み
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
商
品

も
愛
用
し
て
い
ま
し
た
。
日
和
佐
氏
は

社
長
が
自
社
工
場
に
足
も
踏
み
入
れ
た

こ
と
が
な
い
と
、
あ
き
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
本
当
に
社
員
が
お
気
の
毒
に

思
い
ま
す
。
不
祥
事
の
原
因
を
つ
き
と

め
、
再
発
防
止
に
取
り
組
ま
れ
、
よ
り

安
全
な
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
を
熱
望

し
ま
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
雪
印
乳
業
が
企
業
倫
理
委
員
会
を
設

け
、
全
員
参
加
で
「
行
動
基
準
」
を
作

る
こ
と
か
ら
、
地
道
に
再
建
努
力
を
し

て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
。
質
疑

論
談
倶
楽
部
「
企
業
が
再
び
信
頼

を
取
り
戻
す
た
め
に
」に
つ
い
て

「
”企
業
観
“
の
変
化
と
広
報
」

座
談
会
に
つ
い
て
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個
人
が
直
接
関
わ
っ
て
決
め
る
価
値
と
、

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
っ
て
判
断
す
る

大
衆
の
価
値
と
は
差
が
あ
る
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
各
企
業
の
基
本
信
条
が
興
味
深
か
っ

た
。
基
本
を
忘
れ
ず
に
消
費
者
の
声
に

耳
を
傾
け
て
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
何

も
な
く
て
当
た
り
前
。
ク
レ
ー
ム
時
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
れ
る
か
で
、

プ
ラ
ス
の
評
価
、
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
に

分
か
れ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
カ
タ
カ
ナ
が
多
く
、
読
み
に
く
か
っ

た
。
11
ペ
ー
ジ
の
「
逆
プ
ラ
ミ
ッ
ド
の

組
織
」
の
件
。
本
当
に
そ
う
で
す
か
？

と
意
地
悪
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
が
、

全
て
の
企
業
が
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と

切
に
願
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
経
営
で
大
事
な
こ
と
は
、
社
員

全
員
が
企
業
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
、

そ
し
て
経
営
者
は
従
業
員
に
情
報
を
伝

え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と

が
大
切
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
い
ず
れ
の
企
業
も
社
会
貢
献
度
の
高

い
優
良
企
業
で
す
。
な
か
で
も
ヤ
マ
ト

運
輸
の
運
転
手
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
企

業
情
報
を
開
示
し
て
、
お
客
さ
ま
か
ら

の
問
い
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
こ
と
に
感
銘
し
ま
し
た
。
規
則
で
縛

る
よ
り
、
社
員
を
信
頼
し
て
任
せ
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
資
生
堂
の
「
社
長
が
一
番
下
に
い
て
、

第
一
線
の
社
員
が
一
番
上
に
い
る
」
と

の
発
言
は
、
本
当
に
大
切
な
考
え
方
だ

と
思
い
ま
す
。
消
費
者
は
ま
さ
に
社
員

一
人
ひ
と
り
の
対
応
で
会
社
そ
の
も
の

を
判
断
し
、
商
品
を
購
入
す
る
か
否
か

を
決
め
て
し
ま
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
経
営
者
が
本
業
、
創
業
の
原
点
を
き

ち
ん
と
確
認
す
る
日
々
の
努
力
が
、
変

化
の
時
代
に
対
応
し
て
い
け
る
も
の
と

な
り
、
企
業
の
対
応
の
仕
方
に
現
れ
る

と
思
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
理
念
の
倫
理
規
定
も
し
ょ
せ
ん

絵
に
描
い
た
モ
チ
。
社
会
の
常
識
が
組

織
の
常
識
と
な
る
に
は
、
常
に
外
部
社

会
の
価
値
観
が
社
内
に
流
れ
込
む
よ
う

に
、
広
報
部
門
の
積
極
的
な
広
聴
活
動

と
、
そ
れ
を
社
内
に
ど
う
伝
え
る
か
と

い
う
広
報
部
門
の
課
題
の
重
要
性
を
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
平
社
員
も
平
等
に
情
報
を
得
て
発
言

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
取
り
上
げ

て
検
討
す
る
。
真
面
目
な
社
員
を
正
当

に
評
価
し
、
中
間
管
理
職
が
出
世
欲
に

と
ら
わ
れ
ず
謙
虚
に
物
事
を
処
す
れ
ば
、

内
部
通
報
や
内
部
告
発
が
な
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
今
ほ
ど
広
報
の
重
要
性
と
、
そ
の
難

し
さ
を
企
業
が
感
じ
た
時
代
は
な
い
と

思
う
。
企
業
と
消
費
者
の
立
場
の
違
い

か
ら
、
求
め
る
量
と
内
容
に
差
の
あ
る

こ
と
は
、
い
た
し
か
た
な
い
の
だ
が
、

消
費
者
も
正
し
い
情
報
と
そ
う
で
な
い

も
の
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
る
力
を
養

う
必
要
が
あ
る
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
五
洋
建
設
の
「
地
域
住
民
と
共
に
築

い
た
公
園
」
の
話
が
一
番
印
象
的
で
あ

っ
た
。
一
般
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
と
企
業
の
融
和
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
動
き

が
拡
大
し
て
い
く
と
い
い
と
思
う
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
中
部
国
際
空
港
の
会
で
は
、
踏
み
込

ん
だ
専
門
的
な
質
問
に
驚
き
ま
し
た
が
、

誠
意
あ
る
対
応
で
、
読
ん
で
い
る
私
も

安
心
し
ま
し
た
。
話
し
合
わ
な
い
と
理

解
で
き
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
企
業
と
生
活
者
が
、
共
存
す
る
に

は
、
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
が
大

切
だ
と
思
っ
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
で
紹
介
さ
れ
る

企
業
の
内
情
を
知
る
う
ち
に
、
そ
の
企

業
に
親
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
企
業
に
と
っ
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
の
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
参
加
者
の
感
想
の
中
に
、
企
業
の
宣

伝
に
終
始
す
る
こ
と
な
し
に
、
誠
意
あ

る
対
応
に
好
感
を
持
て
た
と
あ
り
、
私

自
身
も
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
関
西
電
力

の
話
の
中
で
、
我
々
は
と
か
く
、
原
子

力
・
火
力=

悪
、
水
力
・
風
力=

良
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
日
本
の
環
境
や
経
済

状
況
を
踏
ま
え
て
、
何
を
す
べ
き
か
明

確
に
示
し
て
い
た
点
は
、
非
常
に
良
い

と
感
心
し
ま
し
た
。
（
30
歳
代
・
男
性
）

●
内
容
が
、
企
業
の
説
明
を
消
費
者
が
受

け
る
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
あ
り
ふ
れ
た
企
業
P
R
に
な
ら
な

い
よ
う
、
企
業
説
明
と
懇
談
会
の
運
営
方

法
を
よ
く
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
40
歳
代
・
男
性
）
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「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」

に
つ
い
て

●
企
業
側
か
ら
の
P
R
を
普
段
聞
き
流

す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
活
動

で
少
し
ず
つ
情
報
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
一
見
遠
い
存
在
に
思
え
る
こ
れ
ら
の

企
業
は
、
実
は
現
代
生
活
を
支
え
る
最

も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
、
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
社

会
を
変
え
て
い
く
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ

企
業
ほ
ど
そ
の
理
念
、
環
境
に
対
す
る

意
識
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
、
我
々
も
そ

れ
を
よ
く
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
い
つ
も
な
が
ら
、
通
常
は
企
業
活
動

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
般

消
費
者
が
、
正
し
い
認
識
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
企
業
も
直
接
消
費
者
と
対
話

で
き
る
良
い
企
画
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
海
洋

土
木
工
事
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
中
部
国
際
空
港
建
設
地
「
常
滑
」
に

住
ん
で
い
る
の
で
、
空
港
建
設
に
は
、

人
一
倍
感
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
常
滑

市
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
「
環
境
連
絡

員
」
と
し
て
一
年
間
見
守
っ
て
き
ま
し

た
が
、
疑
問
に
は
必
ず
真
摯
な
態
度
で

応
え
て
い
た
だ
き
、
好
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
約
一
年
半
後
に
は
、
私
の
家
の

上
空
を
24
時
間
飛
行
機
が
否
応
な
く
飛

び
交
う
の
で
す
か
ら
、
真
剣
で
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
東
京
ガ
ス
は
広
報
活
動
も
盛
ん
で
、

環
境
に
優
し
い
原
料
・
技
術
を
獲
得
し

て
い
る
。
家
庭
を
訪
れ
る
ガ
ス
器
具
チ

ェ
ッ
ク
社
員
の
対
応
も
素
晴
ら
し
く
、

社
員
教
育
も
ゆ
き
届
い
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
と
て
も
好
感
を
持
っ
て
い
る

企
業
で
あ
る
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
日
本
が
風
力
発
電
に
不
向
き
で
あ
る

こ
と
が
意
外
だ
っ
た
。
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ

た
。
企
業
は
自
社
の
広
報
活
動
の
際
、
イ

メ
ー
ジ
的
な
こ
と
ば
か
り
強
調
せ
ず
、
具

体
的
な
事
柄
を
何
度
も
繰
り
返
し
広
め

る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
（
40
歳
代
・
女
性
）

●
東
京
ガ
ス
の
C
O
2

削
減
の
達
成
率

に
、
驚
き
と
共
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。

全
て
の
企
業
で
「
一
年
間
の
環
境
報
告

書
」
を
義
務
付
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
政
府
広
報
の
新
聞
紙
面
で
の
報
告
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
達
成
率
に
対
す
る
減
税
の

導
入
な
ど
、
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
新
規
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
で
は
、
い
か
に
具
体
的
に
、

ま
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
方
法
で
説
明
す
る

か
で
生
活
者
の
理
解
度
が
、
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
必
要

に
迫
ら
れ
て
開
く
無
理
な
説
明
会
は
、

生
活
者
の
理
解
を
得
る
よ
り
先
に
反
発

を
買
う
こ
と
が
多
い
。
現
場
を
見
せ
、

映
像
等
で
具
体
的
な
資
料
に
基
づ
く
説

明
が
、
求
め
ら
れ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
関
西
電
力
の
記
事
を
特
に
興
味
を
持

っ
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
風

力
発
電
が
、
日
本
で
は
難
し
い
こ
と
が

分
か
り
、
他
の
こ
と
も
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

●
関
西
電
力
南
港
発
電
所
を
見
学
し
て
、

普
段
見
ら
れ
な
い
中
央
制
御
室
の
中
に

入
り
、
そ
の
雄
大
さ
、
立
派
さ
に
思
わ

ず
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
新
聞
、
雑
誌

で
読
む
だ
け
で
な
く
、
肌
で
感
じ
て
知

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

●
意
見
が
一
つ
に
偏
ら
な
い
の
は
、
非
常

に
良
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
全
て
の
意

見
を
載
せ
る
の
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
「
生
の
声
」
を
掲
載
し

て
く
だ
さ
い
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
い
ろ
い
ろ
な
意

見
に
接
す
る
の
は
、
と
て
も
有
意
義
な

こ
と
だ
。
自
分
と
同
じ
考
え
方
も
あ
れ

ば
違
う
考
え
方
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
社
会
の
中
で
も
う
一
つ
の
接
点

を
見
出
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
内
容
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
も
あ
る

の
で
、
身
近
な
問
題
と
し
て
活
発
な
意
見

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
興
味
が
湧
き
ま

す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
今
回
は
企
業
と
い
う
も
の
を
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
企
業
の

汚
い
面
の
報
道
が
目
立
つ
中
で
、
生
活

者
懇
談
会
に
登
場
す
る
よ
う
な
優
れ
た

企
業
も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
企

業
の
良
い
面
の
紹
介
も
必
要
だ
と
思
い

ま
し
た
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

「
ご
意
見
・
ご
感
想
」
を
読
ん
で



●
今
回
は
、
論
談
倶
楽
部
に
し
て
も
、

生
活
者
懇
談
会
に
し
て
も
、
旬
の
内
容

や
ゲ
ス
ト
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
と
て

も
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
な
ど
、
消
費
者

の
生
の
意
見
が
企
業
に
伝
わ
り
、
活
用

さ
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
半
年
前
か
ら
パ
ー
ト
に
出
て
食
品
を
作

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
職
場
の
方
々
は
本

当
に
心
か
ら
信
頼
で
き
て
、
お
い
し
い
食

品
を
届
け
る
た
め
、
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
小
さ
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
が
当

た
り
前
に
で
き
る
の
に
、
大
き
く
な
る
と

ど
う
し
て
そ
れ
が
困
難
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
社
会
広
聴
活
動
を
通
じ
て
、
企
業
と
の

距
離
が
少
し
で
も
縮
ま
れ
ば
、
相
互
に
う

れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
不
況
の
中

で
、
企
業
も
忍
耐
、
消
費
者
も
我
慢
の
時

代
が
続
き
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
信
頼
関
係
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
が
、
そ

の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
企
業

が
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
が
分
か
る
の
で
勉
強
に
な
る
。
企
業

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
タ
イ
ム
リ
ー
に
社
会
の
出
来
事
を
捉

え
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
で
企
業
に

対
す
る
意
見
を
言
え
る
の
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
何
が
正
し
く
て
、
何
が
良

く
な
い
の
か
を
見
極
め
る
力
も
つ
き
ま

す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ

り
意
見
を
言
え
る
の
で
、
こ
の
活
動
を

も
っ
と
皆
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
の
思
い
が
す
る
。

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
で
は
な
か
な

か
個
人
で
は
知
り
得
る
チ
ャ
ン
ス
の
な

い
企
業
訪
問
が
で
き
る
の
で
、
消
費
者

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
思
う
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

●
女
性
の
方
の
投
稿
が
多
く
、「
台
所
か
ら

見
た
日
本
経
済
の
実
態
」と
い
う
感
じ
で
、

率
直
で
具
体
性
に
富
ん
だ
意
見
は
、
読
ん

で
い
て
胸
の
中
が
ス
カ
ッ
と
す
る
。
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
投
稿
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

25

立田　邦夫
「企業と生活者懇談会」には実は大きな悩みがあります。それは会員の皆さまがやはり首都圏、大都市圏に集中してい
ることです。結果として首都圏等の企業の、多くの参加希望をいただくので、比較的に設営しやすいのですが、その他
の地区に立地する企業の場合は、募集・参加者決定まで色々と心配事があります。しかし、フェース・トゥー・フェー
スの貴重な懇談会ですから、色々と情報を集め、日本全国のきらりと光る企業との交流に、更に努力いたします。

山田　俊彦
NHKで放映している「盲導犬クイールの一生」を毎週見ている。一匹の犬が盲導犬に成長するまでを描いたストーリー
で、一歩一歩盲導犬になる過程を見て、毎回涙が出てしまう。このドラマを通して、盲導犬になるためには、人間と生
活する楽しさを教える人、実際に盲導犬になるためのトレーニングをする訓練センターの人など、実に多くの人々に支
えられていることを知った。
自分の毎日の生活を振り返ると、同じような状況であることに改めて気づいた。両親、上司、友達、同僚等、実に多く
の人々に支えられて毎日を過ごしている。普段は特に意識しないで日々過ごしてしまいがちになるが、この恵まれた環
境を当たり前と思わずに、感謝しながら毎日を過ごしていきたいと思う。

岡本　清美
もうすぐ夏本番。関東圏では電力不足が心配されております。我が家でも万一に備えて、懐中電灯の点検をしました。
節電について家族で話し合う機会も増え、いいきっかけになったと思っております。
今回、ネットワーク通信に「社会広聴会員ご紹介のお願い」を同封させていただきました。広聴の輪を広げるためにも、
皆さまからのたくさんのご紹介をお待ちしております。

田中　明子
今年は江戸開府400年。東京をあらためて見ると、アメリカ的な高層ビル群があるかと思えば、ディープなアジアの一
角があったり、おしゃれな通りの一本奥まったところに、昭和の風景が残っていたりします。新しいものと古いものが
同居している東京は、見所がいっぱいです。休日に歩きまわっていると新しい発見があり、ちょっとした旅行気分に浸
れます。皆さまもお天気の良い日に、普段とは違う道を散策されてみてはいかがですか。

事 務 局 便 り
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表紙のことば
パソコンや携帯電話に代表されるように、いまやツールを通じてのコミュ
ニケーションが当たり前のようになってきました。こうしたテクノロジー
万能の時代は、日本の良き文化・伝統をも切り捨てようとしています。絵
のように、夏になるとどこの家庭でも、縁側に浴衣姿で親子が集い、スイ
カを頬張りながら線香花火の淡い火花に胸ときめかせて、コミュニケーシ
ョンを愉しんでいたはずです。加速度がつき変化する文明の進展のなかに
あって、情緒や感性など、日本の美しき心が忘れ去られてしまったように
思うのは、単なる感傷なのでしょうか。
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